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今週のキーワード

AI駆動型バイオセンサー
予防・個別化医療から環境監視まで、応用が加速

38
件

記事総数

12
カ国

対象国数

63
%

手動チェック削減

0.087
pg/mL

認知症LoD

今週の全38記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
Dexcom Stelo
OTC承認

製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

DexcomのCGM「Stelo」がOTC承認され、2型糖尿病
非インスリン使用者向け市場を拡大。リアルタイム血
糖管理でパラダイムシフトを促進。

#02 Roche POCT戦略 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

RocheがPOCTの戦略的活用を強調。バイオセンサー
、小型電子機器、マイクロ流体技術で救急・感染症診
断を迅速化し臨床価値を最大化。

#03 グラフェン農薬検出 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

アイオワ州立大がグラフェンバイオセンサーを開発。
農薬汚染をサブppbレベルでリアルタイム検出可能で
、環境モニタリングに貢献。

#04 糖尿病ウェアラブル 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

diaTribe.orgがApple Watch等と連携する糖尿病管理
ウェアラブル6選を推奨。CGMデータと活動量等を統
合し自己管理を支援。

#05 VPodDuo分子診断 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

イリノイ大学がハンドヘルド分子診断デバイス「VPo
dDuo」を開発。ジカウイルスからがん細胞まで多項
目をPOCで高精度定量検出。

#07 PRION POCTデバイス 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

ルーマニアのPRION POCT社が、心臓マーカー等を1
5分で定量検出するPOCTデバイスを提供。緊急医療現
場の迅速診断ニーズに対応。

#08 伸縮性電子皮膚 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

上海交通大学がウツボカズラ着想の伸縮性電子皮膚を
開発。汗管理機能で高精度EMGロボット制御と文字認
識に成功。

#10 汗ベースCGM 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

GraphWear Technologiesが針不要の汗ベースCGM
ウェアラブルを開発。ナノテクノロジーで非侵襲的血
糖モニタリングを実現し糖尿病管理を革新。

#11 RT-CGM医療費削減 学術論文
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

RT-CGMがインスリン非使用者2型糖尿病患者の入院
・救急受診を削減し、医療費節減に寄与することを米
国の研究が示唆。

#12 マイクロ流体POCT 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

Creative Biolabsがマイクロ流体と電気化学バイオセ
ンサーを統合したプラットフォームで次世代POCT診
断を加速。分子診断等に貢献。

#13 精密薬物送達 企業提携
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Trinity BiotechとLatch Medicalが提携。AIネイティ
ブCGM+と精密薬物送達技術を統合し、糖尿病・肥満
治療を個別最適化。

#14 水中自己修復皮膚 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

シンガポール国立大学が水中自己修復電子皮膚を開発
。自己給電型タッチセンシングと92%回復率でソフト
ロボットに新境地。
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距離
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インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 トロポニンI検出 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

心筋梗塞バイオマーカー「トロポニンI」を超高感度に
検出するECLアプタセンサーが開発された。早期診断
への応用が期待される。

#16 ナノプラ検出SPR 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

東工大がPS結合ペプチドを用いたSPRバイオセンサー
を開発。水中ナノプラスチックを20分で検出可能にし
、環境汚染監視に貢献。

#17 プロフェノホス検出 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

Au25ナノクラスターベースの電気化学バイオセンサ
ーが開発され、農薬プロフェノホスを0.137
µg/Lの高感度で検出。

#18 Lingo非侵襲CGM 製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

WithingsがAbbott社の非侵襲CGM「Lingo」を紹介。
リアルタイム血糖データで代謝の健康を理解し、予防
医療を推進。

#19 肺癌治療ASCO2026 学術論文
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ASCO 2026で、広範病期小細胞肺癌への化学免疫療
法に胸部放射線療法を追加しても生存期間延長効果な
しと発表。

#20 MiniMed 780G統合 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

メドトロニックがMiniMed 780GとSimplera Sync™
センサーを統合。一体型CGMで糖尿病管理を簡素化し
患者負担を軽減。

#21 医療用シリコーン 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

NovagardがISO 10993準拠の医療用シリコーンを提
供。ウェアラブルバイオセンサーの生体適合性を確保
し、長期装着を可能に。

#22
ウェアラブル汗センサ
ー

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

STYRKRがFlowbioやHDropなどのウェアラブル汗セ
ンサーを紹介。リアルタイム汗組成分析で運動パフォ
ーマンス向上を支援。

#23 FDA TEMPO Dexcom 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

FDAがDexcomをデジタルヘルスパイロットプログラ
ム「TEMPO」初の参加企業に選定。AI活用で前糖尿
病・2型糖尿病の早期介入を推進。

#24 抗がん剤EABセンサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

電気化学アプタマーセンサーが抗がん剤のin vivo薬物
動態モニタリングを革新。柔軟電極で長期連続モニタ
リングの可能性。

#25
認知症SMART-Neuro
Dx

基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

試薬不要・ML駆動のSMART-NeuroDxが4項目同時認
知症スクリーニングでLoD 0.087
pg/mLを達成。POCT早期診断に貢献。

#27 食品比色アッセイ 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

アプタマーと金ナノ粒子を用いた比色アッセイが食品
の迅速検出に進歩。LFA性能向上でPOCT病原体検出
を可能に。

#28 Dexcom FDA TEMPO 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

DexcomがFDAのTEMPOパイロットプログラムに選定
。AI駆動型G7/Stelo統合プログラムで前糖尿病・2型
糖尿病の早期介入を推進。

#29 Roche新診断薬PathAI 企業戦略
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Rocheが上半期売上6%増。アルツハイマー病と結核
の新診断薬でCEマーク取得、AI病理診断企業PathAI
買収で診断能力強化。

#30 GPT2欠損症センサー 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

UTサウスウェスタンが小児脳疾患GPT2欠損症の原因
解明とαKG追跡バイオセンサーを開発。Science誌に
発表。

#31 Roche次世代検査 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

RocheがADLM 2026でAXELIOS
1次世代シーケンシングとcobas® Mass
Specを発表。ラボの人員・ワークフロー課題解決へ。

#32 農薬検出赤血球膜 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

キトサンハイドロゲルとカーボンナノチューブを統合
した高安定・高感度な赤血球膜バイオセンサーが有機
リン系農薬検出で実用性を示す。

#33 食品安全会議2026 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Premier Food Safety Conference 2026で、リアル
タイム汚染物質検出に向けた先進バイオセンサーとポ
ータブル現場検査技術が議論された。

#34 CGM+精密薬物送達 企業提携
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Trinity BiotechとLatch Medicalが提携。CGM+ウェ
アラブルAIバイオセンサーと皮内送達技術を融合し、
糖尿病・肥満向け精密薬物送達を共同開発。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#35 Lab-on-Skin® 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Xsensioがウェアラブル『Lab-on-Skin®』プラット
フォームで複数生体指標の連続モニタリングを強化。
パーソナライズドヘルスケアを推進。

#36 Viqtor看護負担軽減 製品導入
事例

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

オランダ病院でSmartqareのウェアラブルモニター『
Viqtor』が患者手動チェックを63%削減。看護スタッ
フの負担を大幅軽減。

#37 三菱ソニーAI視覚 企業提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

三菱電機とソニーセミコンダクタがAIビジョンセンサ
ー合弁会社を設立。製造業の省人化・無人運転を推進
し、日本のDXに貢献。

#38
Samsungコネクトケ
ア

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

SamsungがGalaxy Unpacked 2026でAIウェアラブ
ルとQualcomm連携の「コネクテッドケア」発表。バ
イオシグナルインテリジェンスで予防・個別化ヘルス
ケアを推進。

#39 米国防総省AI投資 政策発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

米国防総省がAI科学普及「Genesis Mission」に13億
ドル超を投資。航空・音響・センサーデータ活用で国
家安全保障研究を加速。

#40 スマートリング多項目 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

UCサンディエゴが汗からグルコース、ケトン等複数バ
イオマーカーを同時追跡する世界初の完全統合型スマ
ートリングを開発。

#41 食品安全技術加速 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

レタス汚染アウトブレイクを受け、レストラン業界で
ワイヤレスセンサー「BOHA!
Sense」など食品安全技術の導入が加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIウェアラブルによる予防・個別化医療の波に乗り遅れていないか？
SamsungやDexcomなど大手企業がAIとウェアラブルバイオセンサーを統合し、予防・個別化ヘルスケア市場を牽引して
います。自社の材料・部品技術は、この「コネクテッドケア」の未来に貢献できるでしょうか？

❷ 試薬不要・ML駆動のPOCT診断は、既存の診断ビジネスを破壊するか？
認知症スクリーニングでサブピコグラムレベルの検出限界を達成した試薬不要・ML駆動のPOCT技術が登場。これは、従
来の診断薬・検査機器のビジネスモデルにどのような影響を与えるでしょうか？

❸ 環境・食品安全センサーの進化は、新たなビジネスチャンスをもたらすか？
ナノプラスチックや農薬をリアルタイムで高感度検出するバイオセンサー技術が進展しています。日本の製造業は、この
環境・食品安全分野のニーズに対し、どのようなソリューションを提供できるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AIウェアラブル非侵襲CGM

精密投薬

POCT診断

環境センサー自己修復皮膚

医療効率化

製造AI視覚

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AIウェアラブル 注意 新規材料/センサー部品需要 既存製品の陳腐化

● 非侵襲CGM 機会大 センサー材料/デバイス開発 —

● 精密投薬 注意 薬物送達材料/デバイス開発 異業種からの参入

● POCT診断 機会大 マイクロ流体/センサー材料 既存検査ビジネス変革

● 環境センサー 注意 ナノ材料/バイオ認識素子 —

● 自己修復皮膚 機会大 伸縮性材料/液体金属 —

● 医療効率化 参考 センサーデバイス、システム —

● 製造AI視覚 参考 — —
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深掘り ① ― RT-CGMが医療費削減に貢献
#11 | 2026/07/21 | PubMed | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

リアルタイム連続グルコースモニタリング（RT-CGM）が、インスリン非使用者である2型糖尿病患者の入院および救
急外来受診を大幅に削減し、関連する医療費を節減することが米国の遡及的研究で示されました。Dexcom
Gシリーズシステム導入後、特に医療資源を頻繁に利用していた患者群で顕著な改善が見られました。

この研究は、RT-CGMが血糖値のリアルタイムデータ提供により患者の自己管理能力を向上させ、食事や運動、経口薬
の調整を促すことで、合併症リスクを低減し、結果的に医療システム全体の負担軽減に繋がることを示唆しています。
臨床的アウトカムだけでなく、医療経済的な価値も裏付けられました。

▶ シニアテクニカルアナリスト

本論文はPubMed掲載の査読付き研究であり、RT-CGMの医療経済効果に関する信頼性の高いエビデン
スを提供しています。具体的な削減率の数値は未公開ですが、その方向性は確かなものと評価できます
。しかし、どのような患者層で最大の効果が得られるのか、初期導入コストと長期的な医療費削減のバ
ランス、そして日本の保険償還制度との連携については、さらなる検証と議論が必要です。 【機会】日
本の医療費高騰問題に対し、予防医療・自己管理支援の観点からCGMの導入拡大は大きな機会です。材
料メーカーはセンサー部品、デバイスメーカーはCGMデバイス、IT企業はデータ解析・連携サービスで
参入余地があります。 【脅威】既存の医療機器メーカーは、CGMの普及により従来の血糖測定器市場が
縮小する可能性があり、ビジネスモデルの転換が求められます。また、データプライバシーやセキュリ
ティへの対応が不十分だと、普及の足かせとなるでしょう。

深掘り ② ― Samsung、AIウェアラブルでコネクテッドケアを推進
#38 | 2026/07/23 | Samsung Newsroom | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

SamsungはGalaxy Unpacked 2026で、AIウェアラブルとQualcomm Snapdragon連携による「コネクテッドケア」
を発表しました。バイオシグナルインテリジェンスとウェアラブルAIを統合した「健康基盤モデル」の研究を進め、予
防的でパーソナライズされたデジタルヘルスの未来を目指します。

この戦略は、心拍変動、睡眠、活動量、ストレスなど複数のバイオシグナルをリアルタイムで分析し、より正確な健康
予測と継続的な管理を実現するものです。Qualcommとの提携により、次世代Galaxy製品群でのAI体験を強化し、ス
マートフォン、スマートウォッチ、インテリジェントアイウェアへの応用を視野に入れています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

SamsungとQualcommという巨大企業が組んでAIウェアラブルとコネクテッドケアを推進する発表は
、デジタルヘルス市場の未来を方向付けるものです。具体的な性能数値は未発表ですが、その戦略的意
義は非常に高いと評価できます。課題は、複数のバイオシグナルを統合した「健康基盤モデル」の精度
と実用性、医療機器としての承認プロセス、そしてデータプライバシーとセキュリティの確保です。 【
機会】日本の材料メーカーは、高機能センサー材料、生体適合性材料、小型化・省電力化に貢献する部
品開発の機会を捉えるべきです。部品メーカーは、AIチップ、通信モジュール、バッテリー技術で参入
余地があります。IT企業は、健康基盤モデルのアルゴリズム開発やデータ解析サービスで貢献できるで
しょう。 【脅威】大手グローバル企業によるプラットフォーム化が進むと、日本のデバイスメーカーや
サービスプロバイダーは厳しい競争に巻き込まれます。独自の強みを持たないと、単なる部品サプライ
ヤーに留まるリスクがあります。
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深掘り ③ ― 試薬不要・ML駆動の認知症スクリーニング
#25 | 2026/07/23 | bioRxiv | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

bioRxivで発表された研究は、試薬不要かつ機械学習（ML）駆動の多検体バイオセンサープラットフォーム「SMART-
NeuroDx」を報告しました。このプラットフォームは、ポイントオブケア（POCT）での認知症スクリーニングを目的
とし、単一デバイスで4つの神経変性バイオマーカーを同時に高感度で検出可能です。

特に、アルツハイマー病の主要バイオマーカーであるリン酸化タウ217（pTau217）を、検出限界0.087 pg/mLとい
うサブピコグラムレベルで高精度に定量できる点が画期的です。試薬フリー設計とML駆動のデータ解析により、検査手
順の簡素化、コスト削減、迅速な診断が期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

bioRxivでのプレプリント論文ですが、試薬不要・ML駆動でサブピコグラムレベルの検出限界を達成し
た点は、学術的ブレークスルーとして非常に注目に値します。特に認知症の早期診断は社会的なニーズ
が高く、POCT化は大きなインパクトを持ちます。しかし、臨床検体での大規模検証、長期安定性、バ
イオファウリング対策、そして医療機器としての承認プロセスなど、実用化には多くの課題が残されて
います。 【機会】日本の材料メーカーは、電極材料、生体認識プローブ、マイクロ流体チップの製造技
術で貢献できます。診断薬メーカーは、この技術を基盤とした新たな診断キット開発の機会を探るべき
です。AI開発企業は、ML駆動データ解析の最適化で参入余地があります。 【脅威】このような革新的
な技術が海外で先行すると、日本の診断薬・医療機器産業は後塵を拝するリスクがあります。また、試
薬フリー化は既存の試薬ビジネスモデルを破壊する可能性も秘めています。

その他の注目記事
東京工業大学、PS結合ペプチドを用いたSPRバイオセンサーで水中ナノプラスチックを20分で検出 (Science Tokyo)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 日本関連度●●●●●

日本発の環境センサー技術。水中ナノプラスチックの迅速検出は、環境汚染対策と公衆衛生に直結する重要な技術であ
り、今後の実用化に期待。

上海交通大学、ウツボカズラ着想の伸縮性電子皮膚で高精度EMGロボット制御と文字認識に成功 (EurekAlert!)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

汗管理機能を持つ伸縮性電子皮膚は、ウェアラブルデバイスの快適性と信頼性を大幅に向上させる可能性を秘め、ロボ
ット制御や医療モニタリングに応用が期待されるブレークスルー技術。

UCサンディエゴ、汗からグルコース、ケトン、ビタミンCなど複数バイオマーカーを同時追跡する世界初の完全統合型スマートリングを開発 (UC San Diego
Today)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

非侵襲で多項目を同時測定できるスマートリングは、パーソナルヘルスケアの未来を大きく変える可能性を秘める。小
型化と精度向上が今後の鍵。

Dexcom社Stelo、OTC承認で2型糖尿病非インスリン使用者向けCGM市場をリード (CNET)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

CGMのOTC承認は、糖尿病管理の敷居を下げ、市場を大きく拡大する。日本の医療機器メーカーやデジタルヘルス企業
は、この市場変化への対応が急務。

FDA、Dexcomをデジタルヘルスパイロットプログラム「TEMPO」の初の参加企業に選定 (MedTech Dive)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

FDAがデジタルヘルス技術の承認プロセスを加速する動きは、業界全体のイノベーションを後押しする。AIとCGMデー
タの統合は、予防医療の新たな標準となる可能性。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AIウェアラブル、POCT、環境センサーの最新技術動向を調査し、自社技術との連携可能性を検討す
る。

• 【経営企画】FDAのデジタルヘルス規制動向（TEMPOプログラム）を注視し、日本市場への影響を評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】非侵襲バイオセンサー（汗ベースCGM、スマートリング等）の材料・デバイス技術に関する社内勉強
会を実施する。

• 【調達】高感度環境センサーや食品安全センサーのサプライヤー情報を収集し、潜在的なパートナーシップを検
討する。

• 【半導体PKG】伸縮性電子皮膚や自己修復材料など、次世代ウェアラブルデバイス向けパッケージング技術の動
向を調査する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】AIとバイオセンサーを組み合わせた予防・個別化ヘルスケア市場への参入戦略を策定する。

• 【R&D;】試薬不要・ML駆動の多項目診断技術（認知症スクリーニング等）の基礎研究への投資を検討する。

• 【材料開発】自己修復材料、グラフェン、ナノクラスターなど、次世代センサー向け機能性材料の研究開発ロー
ドマップを更新する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-26
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収録記事一覧

#01 Dexcom社Stelo、OTC承認で2型糖尿病非インスリン使用者向けCGM市場をリード

#02 Roche、POCT技術による救急・感染症診断の迅速化で臨床価値を最大化

#03 アイオワ州立大学、グラフェンバイオセンサーで農薬汚染をサブppbレベルでリアルタイム検出

#04 diaTribe.orgがApple WatchやSamsung Galaxy Watch連携の糖尿病管理ウェアラブル6選を推
奨

#05 イリノイ大学、ジカウイルスからがん細胞まで検出可能なハンドヘルド分子診断デバイス
「VPodDuo」を開発

#07 ルーマニアのPRION POCT社、心臓マーカーなど15分で定量検出するPOCTデバイスを提供

#08 上海交通大学、ウツボカズラ着想の伸縮性電子皮膚で高精度EMGロボット制御と文字認識に成功

#10 GraphWear Technologies、針不要の汗ベースCGMウェアラブルで糖尿病管理を革新

#11 RT-CGM、インスリン非使用者2型糖尿病患者の入院・救急受診を削減し医療費節減に寄与

#12 Creative Biolabs、マイクロ流体と電気化学バイオセンサー統合で次世代POCT診断を加速

#13 Trinity BiotechとLatch Medical、CGM+連携の精密薬物送達で糖尿病・肥満治療を革新

#14 国立シンガポール大学、水中で92%回復可能な自己修復電子皮膚を開発しソフトロボットに新境

地

#15 心筋梗塞バイオマーカー「トロポニンI」検出用ECLアプタセンサー、血清中検出で高感度化

#16 東京工業大学、PS結合ペプチドを用いたSPRバイオセンサーで水中ナノプラスチックを20分で検
出

#17 高感度プロフェノホス検出向けAu25ナノクラスターベース電気化学バイオセンサーを開発、DL

は0.137 µg/L

#18 Withings、Abbott社Lingoバイオセンサーと連携し70-140 mg/dL目標の非侵襲的血糖管理を提
供

#19 ASCO 2026：広範病期小細胞肺癌に対する化学免疫療法への胸部放射線療法追加は生存期間を
延長せず

#20 メドトロニック、MiniMed 780GとSimplera Sync™センサーで糖尿病管理を統合・簡素化

#21 Novagard、ISO 10993準拠の医療用シリコーンでウェアラブルバイオセンサーの生体適合性を
確保

#22 STYRKRがFlowbioとHDropのウェアラブル汗センサーを紹介、リアルタイム汗組成分析で運動
パフォーマンス向上へ

#23 FDA、Dexcomをデジタルヘルスパイロットプログラム「TEMPO」の初の参加企業に選定



#24 MDPI誌レビュー：電気化学アプタマーセンサーがアントラサイクリン系抗がん剤のin vivo薬物
動態モニタリングを革新

#25 bioRxiv発表：SMART-NeuroDxが試薬不要、ML駆動で4項目同時認知症スクリーニングのLoD

0.087 pg/mL達成

#27 Lidsen論文、アプタマーと金ナノ粒子を用いた食品の迅速検出向け比色アッセイの進歩を解説

#28 Dexcom、FDAのTEMPOパイロットプログラムに最初の参加企業として選定、AI駆動型
G7/Stelo統合プログラムで前糖尿病・2型糖尿病の早期介入を推進

#29 Roche、2026年上半期に売上6%増、アルツハイマー病と結核の新診断薬でCEマーク取得、AI病

理診断企業PathAIを買収合意

#30 UTサウスウェスタン、小児重度脳疾患GPT2欠損症の原因解明と早期介入に繋がるαKG追跡バイ
オセンサーを開発、Science誌に発表

#31 Roche、ADLM 2026でAXELIOS 1次世代シーケンシングとcobas® Mass Specを発表、臨床検
査室の人員・ワークフロー課題解決へ

#32 キトサンハイドロゲルとカルボキシル化カーボンナノチューブを統合、高安定・高感度な赤血球

膜バイオセンサーが有機リン系農薬検出で実用性示す

#33 Premier Food Safety Conference 2026、リアルタイム汚染物質検出に向けた先進バイオセン
サーとポータブル現場検査技術を主軸に食品安全の新時代を議論

#34 Trinity Biotech、Latch Medicalと提携しCGM+ウェアラブルAIバイオセンサーと皮内送達技術
を融合、糖尿病・肥満向け精密薬物送達を共同開発

#35 Xsensio、ウェアラブル『Lab-on-Skin®』プラットフォームで複数の生体指標を連続モニタリ
ング、パーソナライズドヘルスケア推進で主要マイルストーン達成

#36 オランダ病院の試験でSmartqareのウェアラブルモニター『Viqtor』が患者手動チェックを63%
削減、看護スタッフの負担を大幅軽減

#37 三菱電機とソニーセミコンダクタ、製造業向けAIビジョンセンサー新合弁会社『Advanced

Vision Solutions』を設立、省人化・無人運転を推進

#38 Samsung、Galaxy Unpacked 2026でAIウェアラブルとQualcomm Snapdragon連携の「コネ
クテッドケア」発表、バイオシグナルインテリジェンスで予防・個別化ヘルスケアを推進

#39 米国防総省、AI科学普及『Genesis Mission』に2027会計年度までに13億ドル超を投資、航空・
音響・センサーデータ活用で国家安全保障研究を加速

#40 UCサンディエゴ、汗からグルコース、ケトン、ビタミンCなど複数バイオマーカーを同時追跡す

る世界初の完全統合型スマートリングを開発

#41 レタス汚染アウトブレイク受け、レストラン業界でワイヤレスセンサー『BOHA! Sense』など
食品安全技術の導入加速、サプライチェーン管理と顧客信頼保護へ



#01 Dexcom社Stelo、OTC承認で2型糖尿病非インスリン
使用者向けCGM市場をリード

概要

Dexcom社のSteloがFDAから市販薬（OTC）としての承認を得て、2型糖尿病の非イン
スリン使用者向けCGM（連続グルコースモニター）市場のリーダーとしての地位を確
立しました。このデバイスは、リアルタイムのグルコース追跡、スマートフォンおよ

びApple Watchとの連携、カスタマイズ可能なアラート機能を備えています。Steloの
登場により、従来の処方箋ベースのCGMだけでなく、より広範な患者層が手軽に血糖
管理を行えるようになり、糖尿病管理のパラダイムシフトを促進する可能性がありま

す。

公開日 2026年07月20日  CNET  アメリカ



詳細

主要成果

Dexcom社が開発した連続グルコースモニター（CGM）「Stelo」が米国食品医薬品局
（FDA）から市販薬（OTC）としての承認を獲得し、2型糖尿病の非インスリン使用者向
けの血糖管理市場において新たな基準を打ち立てました。Steloは、皮膚に装着するセン
サーを通じて間質液中のグルコースレベルをリアルタイムで追跡し、そのデータをスマ
ートフォンやApple Watchに送信します。これにより、ユーザーは食事、運動、投薬が
自身の血糖値に与える影響を常時把握し、より効果的な糖尿病管理が可能となります。

技術・臨床詳細

Steloは、その使いやすさと利便性から注目されています。小型で目立たないセンサーは
上腕部に装着され、専用アプリを介して5分ごとに血糖データを更新します。高度なア
ルゴリズムが血糖トレンドを分析し、高血糖や低血糖のリスクがある場合にはカスタマ
イズ可能なアラートを発することで、緊急事態の回避にも貢献します。DexcomのG6や
AbbottのFreestyle Libre 3 Plusといった既存の主要CGMデバイスと比較しても、Steloの
OTC承認は、医療専門家による継続的な監視なしに、非インスリン使用者が自身の健康
管理を積極的に行えるようになるという点で画期的な進歩です。

背景・業界文脈

糖尿病の有病率は世界的に増加しており、特に2型糖尿病患者の多くはインスリン療法
を必要としません。しかし、これらの患者も血糖変動が心血管疾患や腎症などの合併症
リスクを高めるため、日常的な血糖モニタリングは不可欠です。これまで、CGMは主に
インスリン使用者に限定されていましたが、SteloのOTC承認は、より広い範囲の2型糖
尿病患者にCGM技術の恩恵をもたらし、早期介入やライフスタイルの改善を促すことが
期待されます。これにより、糖尿病関連の医療費削減にも寄与する可能性があります。



今後の展望

Steloの成功は、他社にもOTC承認を目指す動きを加速させ、CGM市場の競争とイノベー
ションをさらに促進するでしょう。将来的には、血糖値だけでなく、他のバイオマーカ
ーも同時にモニタリングできる多機能ウェアラブルデバイスが登場する可能性も示唆さ
れています。また、AIとの統合により、個々の患者に最適化された食事や運動のアドバ
イスをリアルタイムで提供する、より高度なパーソナライズ医療への道も開かれること
になります。

元記事: https://www.cnet.com/health/medical/best-continuous-glucose-monitors/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cnet.com/health/medical/best-continuous-glucose-monitors/


#02 Roche、POCT技術による救急・感染症診断の迅速化
で臨床価値を最大化

概要

Rocheは、ポイントオブケアテスト（POCT）の戦略的活用により、敗血症やCOVID-19

といった緊急疾患や感染症の診断において、迅速な臨床意思決定を可能にすることで
その価値を最大化すると強調しています。バイオセンサー、小型電子機器、マイクロ

流体力学の進歩がPOCTの進化を促進し、中央検査室に依存せずにオンサイトで高精度
な診断テストを実施できるようになったことが示されました。これにより、患者ケア
の即時性が向上し、治療介入までの時間が大幅に短縮されることが期待されます。

公開日 2026年07月21日  Roche  スイス



詳細

主要成果

Rocheは、ポイントオブケアテスト（POCT）が医療において最も価値を発揮するのは、
敗血症やCOVID-19などの緊急疾患や感染症において、迅速な結果が即座の臨床意思決
定に直結する場合であると強調しています。高度なバイオセンサー技術、小型化された
電子機器、およびマイクロ流体力学の進歩により、POCTデバイスは中央検査室に依存
することなく、患者のそばで高精度な診断を可能にしています。これにより、診断から
治療開始までの時間を大幅に短縮し、患者の転帰改善に貢献する可能性が示されていま
す。

技術・臨床詳細

POCTの進化は、精密なバイオセンサーが微量のサンプルから複数のバイオマーカーを
迅速に検出できるようになったことに支えられています。例えば、敗血症の場合、
POCTデバイスは炎症マーカーや感染症指標を数分で測定し、医師が早期に抗菌薬治療
を開始するかどうかを判断できます。COVID-19のような感染症では、ウイルス抗原や
核酸をその場で検出することで、迅速な隔離と接触者追跡が可能となり、感染拡大の抑
制に寄与します。これらのデバイスは、中央検査室の複雑な手順や物流コストを削減
し、特にリソースが限られた環境や遠隔地での医療アクセスを改善する役割も果たしま
す。

背景・業界文脈

近年のパンデミック経験は、迅速で分散型の診断能力の重要性を浮き彫りにしました。
POCTは、救急医療、集中治療室、プライマリケア、さらには自宅での利用において、
その価値が再認識されています。市場調査では、POCT市場は今後数年間で大幅な成長
が見込まれており、デジタルヘルス技術との統合により、診断結果のリアルタイム共有
やAIによる分析が可能になることで、その適用範囲はさらに拡大すると予測されていま
す。Rocheのような大手診断薬メーカーは、このトレンドを牽引し、より簡便で高精度
なPOCTソリューションの開発に注力しています。



今後の展望

POCT技術は、今後も継続的に進化し、より多機能で統合された診断プラットフォーム
へと発展していくでしょう。特に、マルチプレックス（多項目同時）テストの能力向
上、より小型化されたポータブルデバイスの開発、そして遠隔医療システムとのシーム
レスな統合が焦点となります。これにより、POCTは、急性疾患だけでなく、慢性疾患
のモニタリングや予防医療の分野においても、その戦略的価値を一層高め、医療提供の
あり方を変革する重要な要素となることが期待されます。

元記事: https://diagnostics.roche.com/global/en/lab-leaders/article/when-to-use-point-of-care-

testing.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diagnostics.roche.com/global/en/lab-leaders/article/when-to-use-point-of-care-testing.html
https://diagnostics.roche.com/global/en/lab-leaders/article/when-to-use-point-of-care-testing.html


#03 アイオワ州立大学、グラフェンバイオセンサーで農薬
汚染をサブppbレベルでリアルタイム検出

概要

アイオワ州立大学の研究者らが、農業および都市部の水域における農薬ドリフトと流
出を迅速に定量化するための、低コストで現場適用可能なグラフェンベースのマイク
ロ流体バイオセンサープラットフォームを開発しました。この使い捨てセンサーは、

有機リン系、ネオニコチノイド系、除草剤といった複数の農薬クラスを単一の水サン
プルから同時に検出可能で、検出限界は規制閾値を下回ります。AI駆動のデータ解釈
とスマートフォンアプリを組み合わせることで、環境中の農薬影響をリアルタイムで

監視し、生態系や公衆衛生へのリスク評価を支援します。

公開日 日付不明  HALO Science (Iowa State University)  アメリカ



詳細

主要成果

アイオワ州立大学の研究チームは、グラフェンベースのマイクロ流体バイオセンサープ
ラットフォームを開発し、農業および都市部の水域における農薬汚染を迅速かつ低コス
トで現場検出することを可能にしました。この革新的な使い捨てセンサーは、有機リン
系、ネオニコチノイド系、除草剤など、異なる種類の農薬をサブppbレベル（0.1 µg/L

以下）で同時に定量できる能力を持ち、従来のラボ分析に比べて大幅な時間短縮とコス
ト削減を実現します。

技術・臨床詳細

本プラットフォームは、グラフェンの高い導電性と表面積を利用した電気化学センサー
とマイクロ流体チャネルを統合しています。サンプル水はマイクロ流体チャネルを流
れ、センサー表面に固定化された酵素や抗体などの生体認識分子と反応します。農薬が
存在すると、この生体認識反応が電気信号の変化として検出され、その強度が農薬濃度
に比例します。このプロセスは非常に迅速で、数分以内に結果が得られます。検出され
たデータはAIアルゴリズムによって解析され、スマートフォンアプリを通じてユーザー
に分かりやすい形で提供されるため、専門知識を持たない現場作業者でも容易に利用可
能です。

背景・業界文脈

農薬による水質汚染は、世界中で深刻な環境問題となっており、生態系への悪影響だけ
でなく、飲料水の安全性や公衆衛生にも大きな懸念をもたらしています。従来の農薬検
査は、専門的な設備と時間、コストがかかるラボ分析が主流であり、リアルタイムでの
広範なモニタリングは困難でした。本バイオセンサーは、このギャップを埋めるもので
あり、特に農業排水や都市部の雨水流出など、広範囲かつ継続的な監視が必要な場面で
の応用が期待されます。低コストであることから、開発途上国における水質監視の強化
にも貢献するでしょう。



今後の展望

このグラフェンバイオセンサープラットフォームは、農薬汚染の迅速な評価を通じて、
より効果的な水資源管理や環境保護戦略の策定に貢献する可能性を秘めています。研究
チームは、この技術をさらに進化させ、より多様な汚染物質の検出や、センサーの耐久
性・安定性の向上を目指しています。また、AIとIoT技術との連携を深めることで、広
域の水質モニタリングネットワークを構築し、リアルタイムでの環境リスク予測と早期
警報システムへの応用が期待されます。これにより、将来的に農薬汚染による環境被害
を最小限に抑えるための強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.halo.science/solution_listings/graphene-biosensor-platform-for-quantifying-

pesticide-drift-and-runoff-in-agricultural-and-urban-watersheds

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.halo.science/solution_listings/graphene-biosensor-platform-for-quantifying-pesticide-drift-and-runoff-in-agricultural-and-urban-watersheds
https://www.halo.science/solution_listings/graphene-biosensor-platform-for-quantifying-pesticide-drift-and-runoff-in-agricultural-and-urban-watersheds


#04 diaTribe.orgがApple WatchやSamsung Galaxy
Watch連携の糖尿病管理ウェアラブル6選を推奨

概要

diaTribe.orgが、糖尿病管理を向上させるためのウェアラブルデバイス6選を発表しま
した。これらにはApple WatchやSamsung Galaxy Watch、Google Pixel Watch、Garmin

Watchが含まれ、DexcomやAbbott LibreなどのCGMシステムと連携して血糖値のリア

ルタイム表示、身体活動、睡眠の質、ストレスレベルの追跡が可能です。これらのス
マートデバイスは、ユーザーが包括的な健康情報を手軽に入手し、よりパーソナルな
糖尿病管理戦略を立てる上で不可欠なツールとして推奨されています。

公開日 2026年07月17日  diaTribe.org  アメリカ



詳細

主要成果

糖尿病情報サイトdiaTribe.orgが、糖尿病患者の自己管理を大幅に支援するウェアラブル
デバイス6選を公開しました。これには、Apple Watch、Samsung Galaxy Watch、
Google Pixel Watch、Garmin Watchといった主要なスマートウォッチが含まれており、
いずれもDexcomやAbbott Libreといった連続グルコースモニター（CGM）システムと
シームレスに連携します。これらのデバイスは、リアルタイムの血糖値表示に加えて、
身体活動量、睡眠の質、ストレスレベルなど、糖尿病管理に不可欠な多角的な健康デー
タを提供します。

技術・臨床詳細

これらのウェアラブルデバイスは、Bluetoothなどを介してCGMセンサーから直接血糖
値データを受信し、スマートウォッチの画面に表示します。これにより、ユーザーはス
マートフォンを取り出すことなく、いつでも血糖値を確認できます。さらに、加速度
計、心拍センサー、血中酸素濃度センサーなどを内蔵し、ユーザーの運動量、消費カロ
リー、心拍数、睡眠サイクル、ストレス指標などを継続的に計測します。これらのデー
タは、専用のアプリで一元管理され、個々の生活習慣と血糖値変動の相関関係を可視
化。例えば、特定の食事や運動が血糖値にどう影響するかをリアルタイムで把握し、よ
り効果的なインスリン投与量や食事計画の調整に役立てることができます。一部のモデ
ルでは、AIを活用したパーソナライズされたアドバイス提供機能も搭載されています。

背景・業界文脈

糖尿病は慢性疾患であり、日々の自己管理がその進行と合併症の予防に極めて重要で
す。しかし、従来の指先穿刺による血糖測定は手間がかかり、継続が難しいという課題
がありました。CGMの普及とスマートウォッチ技術の融合は、この課題に対する強力な
解決策を提供します。患者はより高いモチベーションを維持し、医師も詳細な日々のデ
ータに基づいて、より的確な治療計画を立てられるようになります。これにより、糖尿
病患者のQOL向上と医療費の削減に大きく貢献することが期待されています。ウェアラ
ブル市場は急速に拡大しており、医療用途への応用は今後も主要なトレンドとなるでし
ょう。



今後の展望

今後、これらのウェアラブルデバイスはさらに進化し、非侵襲的な方法で血糖値以外の
生体情報（例えば、ケトン体や乳酸）も測定できるようになる可能性があります。ま
た、AIと機械学習の精度向上により、個人のライフスタイルや遺伝情報に基づいた超パ
ーソナライズドな健康予測や介入が実現するかもしれません。医師や医療機関とのデー
タ共有がより円滑になることで、遠隔医療や予防医療におけるウェアラブルデバイスの
役割は一層重要になるでしょう。これにより、糖尿病患者だけでなく、一般的な健康増
進を目指す人々にとっても、ウェアラブルデバイスは手放せない存在となると考えられ
ます。

元記事: https://diatribe.org/diabetes-technology/6-wearables-better-diabetes-management

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diatribe.org/diabetes-technology/6-wearables-better-diabetes-management


#05 イリノイ大学、ジカウイルスからがん細胞まで検出可
能なハンドヘルド分子診断デバイス「VPodDuo」を開発

概要

イリノイ大学の研究者らは、中央検査室外でのPOC（ポイントオブケア）検査を可能
にするハンドヘルド分子診断デバイス「VPodDuo」を開発しました。このデバイス
は、ジカウイルス、HIV、メチシリン感受性黄色ブドウ球菌（MSSA）、およびがん細

胞を示すヒト遺伝子マーカーなど、複数の病原体やバイオマーカーの遺伝物質を正確
に定量する能力を持ちます。無線接続と直感的なユーザーインターフェースを備え、
迅速かつタイムリーな診断を提供することで、遠隔地や家庭での医療アクセスを大幅

に改善する可能性があります。

公開日 2026年07月21日  University of Illinois  アメリカ



詳細

主要成果

イリノイ大学の研究者チームが、中央検査室に依存しないポイントオブケア（POC）分
子診断を実現する画期的なハンドヘルドデバイス「VPodDuo」を開発しました。このデ
バイスは、緑色発光蛍光信号を検出することで、ジカウイルス、HIV、メチシリン感受
性黄色ブドウ球菌（MSSA）などの感染症病原体や、がん細胞に関連するヒト遺伝子マ
ーカーの遺伝物質を、高精度かつ迅速に定量化できます。ワイヤレス接続機能を備え、
モバイルデバイスと連携することで、どこでも手軽に分子診断が行える潜在力を持って
います。

技術・臨床詳細

VPodDuoは、複数の異なる検出化学からの蛍光信号を特異的に識別し、その強度から標
的分子の濃度を決定します。例えば、核酸増幅技術（PCRなど）と組み合わせること
で、微量なウイルスや細菌の遺伝子を増幅し、高感度に検出することが可能です。この
デバイスの核となる技術は、小型化された光学システムと高効率な蛍光検出モジュール
であり、高いS/N比（信号対雑音比）で信頼性の高い結果を保証します。また、直感的
なユーザーインターフェースとスマートフォン連携により、検査手順の簡素化が図ら
れ、専門性の低い医療従事者や、将来的には一般家庭でのセルフテストへの応用も視野
に入れています。これにより、例えばパンデミック発生時や遠隔地での感染症アウトブ
レイク時に、迅速な診断と対応が可能になります。

背景・業界文脈

分子診断は、病原体の特定、がんの早期発見、個別化医療の進展に不可欠な技術です
が、その実施には高度な専門知識と高価な機器が中央検査室に集中しているのが現状で
す。これにより、診断までの時間が長く、医療アクセスに地域差が生じるという課題が
ありました。VPodDuoのようなハンドヘルド型分子診断デバイスは、この課題を解決す
る可能性を秘めています。POC検査の需要は、特に感染症の迅速診断や慢性疾患のモニ
タリングにおいて急速に高まっており、本デバイスは診断の分散化と民主化を加速させ
る重要な一歩と言えます。



今後の展望

VPodDuoの登場は、分子診断の未来に大きな影響を与えるでしょう。研究チームは、デ
バイスの検出可能なバイオマーカーの種類をさらに拡大し、より幅広い疾患に対応でき
るよう改良を進めています。将来的には、自宅で患者自身ががんの再発マーカーや感染
症の状態をモニタリングし、そのデータを医師と共有する「家庭分子診断」が普及する
可能性があります。これにより、早期介入、治療効果のリアルタイム評価、そしてより
パーソナライズされた医療の実現が加速されることが期待されます。VPodDuoは、医療
の現場を中央から患者のそばへと近づける、その先駆けとなる技術と言えるでしょう。

元記事: https://cancer.illinois.edu/handheld-device-holds-promise-for-timely-home-molecular-testing/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cancer.illinois.edu/handheld-device-holds-promise-for-timely-home-molecular-testing/


#07 ルーマニアのPRION POCT社、心臓マーカーなど15分
で定量検出するPOCTデバイスを提供

概要

ルーマニアのPRION POCT社は、心臓マーカーやその他のバイオマーカーを全血サンプ
ルから15分以内に迅速に定量検出するポイントオブケア（POCT）デバイスを含む高度
な医療機器を提供しています。同社の製品ポートフォリオには、ポータブル免疫測定

アナライザー、コンパクトな血液学アナライザー、血液ガス/電解質/COオキシメトリ
ーアナライザー、自動尿化学アナライザーが含まれており、緊急医療現場やプライマ
リケアにおける迅速診断ニーズに応えています。

公開日 日付不明  MTEC  ルーマニア



詳細

主要成果

ルーマニアに拠点を置くPRION POCT社は、心臓マーカーをはじめとする多種多様なバ
イオマーカーを、わずか15分で全血サンプルから迅速に定量検出できるポイントオブケ
ア（POCT）デバイスを含む、最先端の医療機器を提供しています。この迅速な診断能
力は、特に緊急医療現場や集中治療室において、患者の生命を左右する迅速な意思決定
を支援する上で極めて重要です。

技術・臨床詳細

PRION POCT社のPOCTデバイスは、主にポータブル免疫測定アナライザーとして機能
し、心筋梗塞の診断に用いられるトロポニンなどの心臓マーカーや、炎症、感染症に関
連するバイオマーカーを効率的に測定します。これらのデバイスは、コンパクトな設計
でありながら高い精度を誇り、中央検査室へのサンプル輸送や結果待ち時間を不要にし
ます。同社の製品ポートフォリオは多岐にわたり、コンパクトな血液学アナライザー、
血液ガス・電解質・COオキシメトリーアナライザー、さらには自動尿化学アナライザ
ーなど、多様な臨床ニーズに対応する包括的なソリューションを提供しています。これ
により、限られたスペースでも迅速かつ多角的な診断が可能となり、患者の初期評価か
らモニタリングまでをサポートします。

背景・業界文脈

近年、医療現場では、診断の迅速化と効率化が喫緊の課題となっています。特に、緊急
性の高い疾患では、診断までの遅延が患者の転帰に直接影響を与えるため、POCT技術
への期待が高まっています。PRION POCT社のような企業は、このような市場の需要に
応える形で、高度なセンサー技術と使いやすいインターフェースを組み合わせたPOCT

ソリューションを提供しています。これにより、医療従事者は、迅速な診断結果に基づ
き、よりタイムリーな治療介入を行うことができ、特に患者数の多い緊急外来や、検査
設備の限られた診療所、さらには遠隔地医療においてその価値を最大化しています。



今後の展望

PRION POCT社は、POCT技術のさらなる進化と応用範囲の拡大を目指しています。将来
的に、より多くのバイオマーカーを同時に、かつさらに迅速に検出できるマルチプレッ
クスPOCTデバイスの開発が進むでしょう。また、デジタルヘルスプラットフォームと
の統合により、診断結果の自動記録、遠隔地への情報共有、AIによる診断支援など、ス
マート医療への貢献も期待されます。これにより、患者中心の医療提供体制が強化さ
れ、診断プロセス全体の効率性と正確性が向上することで、医療従事者の負担軽減にも
つながる可能性があります。

元記事: https://mtec-sc.org/life-sciences/prion-poct

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mtec-sc.org/life-sciences/prion-poct


#08 上海交通大学、ウツボカズラ着想の伸縮性電子皮膚で
高精度EMGロボット制御と文字認識に成功

概要

上海交通大学の研究者らが、ウツボカズラに着想を得たジャヌス型電子皮膚（SPTL）
を開発し、能動的な汗管理、高通気性、防水性を実現しました。この革新的な電子皮
膚は627%の高い伸縮性を持ち、脳波、筋電図、心電図、眼電図信号を含むマルチモー

ダルセンシングを提供します。機械学習と統合することで、SPTLは大量の発汗条件下
でも四足歩行ロボットの高忠実度筋電図制御と95%以上の精度での文字認識に成功し
ました。

公開日 2026年07月19日  EurekAlert! (Shanghai Jiao Tong University Journal Center)  中国



詳細

主要成果

上海交通大学の研究チームは、ウツボカズラに触発されたジャヌス型電子皮膚（SPTL）
を開発し、能動的な汗管理、高通気性、防水性を実現しました。この高度な電子皮膚は
627%という驚異的な伸縮性を持ち、脳波（EEG）、筋電図（EMG）、心電図（ECG）、
眼電図（EOG）信号を同時に感知できるマルチモーダルセンシング能力を備えていま
す。特に、機械学習アルゴリズムと統合されたSPTLは、大量の発汗状況下でも四足歩行
ロボットの高忠実度筋電図制御を可能にし、95%以上の精度で手書き文字認識を達成し
ました。

技術・臨床詳細

SPTLのジャヌス構造は、ウツボカズラの捕虫器が持つ一方向性の液体輸送能力を模倣し
ており、片面は撥水性、もう片面は親水性を持つことで、汗を効率的に皮膚から排出し
ます。これにより、センサーと皮膚の間の湿潤環境を最適に保ち、長時間の着用でも安
定した生体信号の取得を可能にします。センサー自体は、柔軟なポリマーマトリックス
内に組み込まれた導電性材料によって構成され、その高い伸縮性により、体の動きに追
従し、信号の歪みを最小限に抑えます。収集されたEMG信号は、機械学習モデルによっ
てリアルタイムで解析され、ロボットの精密な動きの指令や、人間の意図を反映した文
字認識へと変換されます。95%を超える認識精度は、この技術が信頼性の高いヒューマ
ンマシンインターフェースとして機能する可能性を示しています。

背景・業界文脈

ウェアラブルセンサーの分野では、皮膚との密着性、快適性、そして何よりも汗による
信号劣化の問題が長年の課題でした。特に、医療診断やロボット制御のような高精度な
アプリケーションでは、安定した生体信号の取得が不可欠です。SPTLのようなアクティ
ブな汗管理機能を備えた電子皮膚は、これらの課題を克服し、スポーツ科学、医療モニ
タリング、VR/ARデバイスにおけるヒューマンマシンインターフェース、そしてソフト
ロボットの分野に革新をもたらす可能性を秘めています。従来の電子皮膚は、汗がセン
サーの性能を低下させる一因となっていましたが、SPTLはこの問題を根本的に解決する
アプローチを提供します。



今後の展望

SPTLの成功は、次世代のウェアラブルデバイスおよびヒューマンマシンインターフェー
スの開発に大きな影響を与えるでしょう。研究者たちは、この技術をさらに小型化し、
耐久性を向上させることで、日常生活における多様なアプリケーションへの展開を目指
しています。例えば、疲労度やストレスレベルをモニタリングする医療用ウェアラブ
ル、運動中のパフォーマンスを最適化するスポーツデバイス、あるいは義肢の精密制御
など、幅広い分野での応用が期待されます。また、他の生体信号（心拍数、体温、血圧
など）との統合により、より包括的な健康モニタリングシステムへと発展する可能性も
秘めており、人間と機械のインタラクションをより直感的かつ高精度に進化させる重要
な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1136729?utm_source=radaislice.com

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1136729?utm_source=radaislice.com


#10 GraphWear Technologies、針不要の汗ベースCGMウ
ェアラブルで糖尿病管理を革新

概要

GraphWear Technologiesは、ナノテクノロジーベースの皮膚センサーを用いた、針不
要の連続グルコースモニタリング（CGM）ウェアラブルを開発しています。このウェ
アラブルパッチセンサーは、汗バイオセンシングを介して皮膚表面のグルコースや他

の分子を連続的に測定するように設計されており、採血なしでのモニタリングを可能
にします。同社の専門知識は、非侵襲的バイオセンシング、デジタルヘルス、および
リアルタイムアラートを備えたモバイルモニタリングにあり、糖尿病患者の生活の質

を向上させる革新的なアプローチを提供しています。

公開日 日付不明  MTEC  アメリカ



詳細

主要成果

GraphWear Technologies社は、糖尿病管理を革新する針不要の連続グルコースモニタリ
ング（CGM）ウェアラブルデバイスを開発しています。このデバイスは、ナノテクノロ
ジーベースの皮膚センサーを利用し、汗中のグルコースやその他の生体分子を非侵襲的
に、かつ継続的に測定します。これにより、患者は採血の苦痛から解放され、より快適
で継続的な健康モニタリングが可能になります。

技術・臨床詳細

GraphWear社のウェアラブルパッチセンサーは、皮膚表面の汗を収集し、その中のグル
コース濃度を電気化学的に検出します。この技術の核心は、ナノ材料を組み込んだ高感
度バイオセンサーにあります。これらのセンサーは、微量な汗サンプルから正確なグル
コース濃度を測定する能力を持ち、得られたデータは無線でスマートフォンアプリに送
信されます。アプリでは、リアルタイムで血糖トレンドが表示され、カスタマイズ可能
なアラート機能も提供されるため、高血糖や低血糖の危険性を早期に通知できます。こ
の非侵襲的なアプローチは、患者のコンプライアンスを劇的に向上させ、より一貫した
血糖管理を促進します。

背景・業界文脈

糖尿病患者にとって、日常的な血糖モニタリングは不可欠ですが、従来の指先穿刺は痛
みを伴い、負担が大きいことが課題でした。連続グルコースモニタリング（CGM）の普
及により状況は改善されたものの、多くは皮下センサーを必要とし、依然として侵襲的
です。GraphWear社の技術は、完全に非侵襲的な方法でCGMを実現するものであり、こ
の分野におけるブレークスルーとなり得ます。デジタルヘルスとウェアラブル技術の進
化は、医療アクセスの向上と患者エンパワーメントを促進しており、GraphWearのよう
な企業は、このトレンドの最前線に立っています。



今後の展望

GraphWear Technologies社は、この針不要CGMウェアラブルの臨床開発を進め、最終的
な製品化を目指しています。将来的には、グルコースだけでなく、乳酸、ケトン体、電
解質など、複数のバイオマーカーを汗から同時に測定できる多機能センサーへと進化す
る可能性も秘めています。リアルタイムでの健康データ提供とAIによるパーソナライズ
されたアドバイスの統合により、糖尿病管理だけでなく、フィットネス、栄養、慢性疾
患の予防など、幅広い分野での応用が期待されます。これにより、患者がより能動的に
自身の健康を管理し、予防医療を推進する新たなツールとして普及する可能性がありま
す。

元記事: https://mtec-sc.org/life-sciences/graphwear-technologies

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mtec-sc.org/life-sciences/graphwear-technologies


#11 RT-CGM、インスリン非使用者2型糖尿病患者の入
院・救急受診を削減し医療費節減に寄与

概要

米国の行政請求データを用いた遡及的研究により、リアルタイム連続グルコースモニ
タリング（RT-CGM）がインスリン治療を受けていない2型糖尿病患者の医療資源利用
を大幅に削減し、関連する医療費を節減することが示されました。特に、Dexcom Gシ

リーズシステムによるRT-CGM導入後、以前に入院または救急外来を受診していた患者
群で、医療利用の低下と医療費の有意な削減が観察されました。これは、RT-CGMが2

型糖尿病患者の健康管理と医療経済に肯定的な影響を与えることを強く示唆していま

す。

公開日 2026年07月21日  PubMed  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月21日にPubMedで公開された遡及的コホート研究によると、インスリン治療
を受けていない2型糖尿病患者において、リアルタイム連続グルコースモニタリング
（RT-CGM）の導入が、入院および救急外来受診の頻度を減少させ、それに伴う医療費
を大幅に削減することが明らかになりました。この研究は、RT-CGMが糖尿病患者の医
療資源利用（HRU）と関連コストに肯定的な影響を与えることを示す、重要なエビデン
スを提供しています。

技術・臨床詳細

この研究では、米国の行政請求データから、Dexcom GシリーズシステムのようなRT-

CGMデバイスを導入した、インスリン治療を受けていない2型糖尿病患者の医療利用パ
ターンを分析しました。RT-CGMは、間質液中のグルコースレベルを継続的に測定し、
リアルタイムで患者と医療従事者にデータを提供します。これにより、患者は血糖変動
のパターンをより正確に理解し、食事、運動、経口薬の調整を通じて自己管理を強化で
きます。研究の結果、特にRT-CGM導入前に頻繁に医療機関を受診していた患者群にお
いて、RT-CGM開始後に、入院率と救急外来受診率が顕著に低下し、それに伴う医療費
が有意に減少したことが示されました。具体的な減少率はデータが未公開ですが、「大
幅な削減」と報告されています。

背景・業界文脈

2型糖尿病は、心血管疾患、腎疾患、神経障害など様々な合併症を伴う進行性の慢性疾
患であり、その管理には長期にわたる血糖コントロールが不可欠です。インスリンを使
用しない患者の場合でも、適切な血糖管理は合併症の予防と生活の質の維持に重要で
す。しかし、従来の指先穿刺による血糖測定では、血糖変動全体を把握することが難し
く、患者の負担も大きいという課題がありました。RT-CGMは、この課題を克服し、よ
り包括的な血糖プロファイルを提供することで、患者の自己管理能力を向上させ、より
個別化された治療戦略を可能にします。今回の研究結果は、RT-CGMが臨床的アウトカ
ムだけでなく、医療経済的にも高い価値を持つことを裏付けるものであり、政策立案者
や保険会社にとって重要な判断材料となるでしょう。



今後の展望

この研究結果は、RT-CGMの適用範囲をインスリン治療を受けていない2型糖尿病患者に
まで拡大することの正当性を示しており、より多くの患者へのアクセスを促す可能性が
あります。将来的には、RT-CGMデータと他のデジタルヘルスデータ（例：ウェアラブ
ル活動量計、食事記録アプリ）の統合により、さらに高度なパーソナライズド医療が実
現するでしょう。AIと機械学習アルゴリズムを活用することで、個々の患者のライフス
タイルに基づいた予測分析と介入ガイダンスが提供され、糖尿病の予防と管理がより効
果的かつ効率的になることが期待されます。これにより、糖尿病による社会全体の医療
費負担を軽減し、公衆衛生の向上に貢献する可能性があります。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42478696/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42478696/


#12 Creative Biolabs、マイクロ流体と電気化学バイオセ
ンサー統合で次世代POCT診断を加速

概要

Creative Biolabsは、高度なチップベースのマイクロ流体技術と電気化学バイオセンサ
ーを統合した開発プラットフォームを拡張し、次世代ポイントオブケア（POCT）診断
の加速を発表しました。この統一されたプラットフォームは、少量臨床サンプルの高

精度処理、流体ルーティング、試薬計量、分析物抽出といった課題に対応します。統
合された電気化学トランスデューサーは、生化学的相互作用を定量可能な電気出力に
変換し、分子診断や個別化腫瘍スクリーニングに貢献します。

公開日 2026年07月17日  24-7PressRelease.com (Creative Biolabs)  アメリカ



詳細

主要成果

Creative Biolabs社は、チップベースのマイクロ流体技術と電気化学バイオセンサーを統
合した革新的な開発プラットフォームを拡張し、次世代のポイントオブケア（POCT）
診断の加速に成功したことを発表しました。この統合プラットフォームは、微量の臨床
サンプルを高精度に処理し、流体の精密な制御、試薬の正確な計量、および標的分析物
の効率的な抽出を可能にします。

技術・臨床詳細

同社の新しいプラットフォームは、マイクロ流体チップ上で微小な流体チャネルと反応
チャンバーを形成し、そこに電気化学バイオセンサーを組み込むことで、複雑なラボプ
ロセスを小型化・自動化しています。これにより、低容量の血液、唾液、尿などの臨床
サンプルから、分子レベルでの詳細な診断情報を迅速に引き出すことが可能です。電気
化学トランスデューサーは、標的分子とバイオセンサーの間の生化学的相互作用を、直
接定量可能な電気信号に変換します。この感度の高い電気信号測定により、例えば特定
の疾患マーカーや薬剤代謝物の濃度を非常に低いレベルで検出でき、分子診断や個別化
腫瘍スクリーニング、感染症診断などの分野でその応用が期待されます。

背景・業界文脈

現代医療では、迅速かつ正確な診断が患者の転帰を大きく左右します。特にPOCTは、
中央検査室への依存を減らし、患者のそばで即座に結果を得ることで、緊急医療やプラ
イマリケアの効率を劇的に向上させる潜在力を持っています。Creative Biolabs社のよう
な企業がマイクロ流体とバイオセンサー技術を統合することで、POCTデバイスはより
複雑な検査（例えば、多項目分子診断）を、より簡便かつ低コストで実行できるように
なります。この技術進展は、個別化医療の推進と医療アクセスの向上に貢献し、診断市
場全体に大きな影響を与えています。



今後の展望

Creative Biolabs社のこの新プラットフォームは、POCT診断の分野における技術革新を
さらに加速させるでしょう。将来的には、より多様な疾患マーカーの同時検出、AIと機
械学習による診断結果の自動分析、遠隔医療システムとの連携など、多機能化とスマー
ト化が進むと予想されます。これにより、診断から治療までのプロセスがさらに短縮さ
れ、特に慢性疾患の長期モニタリングや予防医療の分野でその価値が高まるでしょう。
個別化医療の実現に向けた重要な基盤技術として、その発展が注目されます。

元記事: https://www.24-7pressrelease.com/press-release/536869/creative-biolabs-integrates-

microfluidics-and-electrochemical-biosensors-to-accelerate-next-generation-poct-diagnostics

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.24-7pressrelease.com/press-release/536869/creative-biolabs-integrates-microfluidics-and-electrochemical-biosensors-to-accelerate-next-generation-poct-diagnostics
https://www.24-7pressrelease.com/press-release/536869/creative-biolabs-integrates-microfluidics-and-electrochemical-biosensors-to-accelerate-next-generation-poct-diagnostics


#13 Trinity BiotechとLatch Medical、CGM+連携の精密
薬物送達で糖尿病・肥満治療を革新

概要

Trinity BiotechはLatch Medicalと提携し、AIネイティブのCGM+ウェアラブルバイオセ
ンサープラットフォームをLatch Medicalの革新的な薬物送達技術と統合することを発
表しました。この戦略的協力は、リアルタイムの代謝データに基づいて糖尿病、肥

満、その他の代謝性疾患に対する精密な治療ソリューションを開発することを目的と
しています。これにより、個別化された応答性の高い治療アプローチが実現し、患者
の転帰が大幅に改善される可能性を秘めています。

公開日 2026年07月22日  GlobeNewswire (Trinity Biotech)  アイルランド



詳細

主要成果

Trinity Biotech社は、Latch Medical社との新たな戦略的提携を発表し、Trinity Biotech社
のAIネイティブのCGM+ウェアラブルバイオセンサープラットフォームを、Latch
Medical社の革新的な精密薬物送達技術と統合することを明らかにしました。この提携
の目的は、糖尿病、肥満、その他の代謝性疾患に対する治療法を革新し、リアルタイム
の代謝データに基づいて最適化された、高度に個別化された治療ソリューションを開発
することにあります。

技術・臨床詳細

Trinity Biotech社のCGM+プラットフォームは、連続グルコースモニタリング技術を基盤
とし、AIアルゴリズムを介して患者の代謝状態に関する包括的なリアルタイムデータを
収集・分析します。このデータには、血糖値だけでなく、活動量、睡眠パターン、栄養
摂取といった広範なコンテキスト情報が含まれる可能性があります。Latch Medical社の
薬物送達技術は、マイクロニードルやその他の精密送達システムを利用し、薬物を正確
な量とタイミングで体内に供給します。両社の技術が統合されることで、CGM+からの
リアルタイムの代謝データが薬物送達システムにフィードバックされ、患者の現在の生
理学的ニーズに合わせて薬物投与量を動的に調整することが可能になります。例えば、
血糖値の上昇が予測される際にインスリンの微量を事前に送達するといった「予測的」
治療や、個々の患者のバイオマーカー変動に応じたオーダーメイドの薬物カクテル調整
などが実現する可能性があります。

背景・業界文脈

糖尿病や肥満といった代謝性疾患の管理は、患者ごとに異なる複雑な課題を抱えてお
り、画一的な治療法では効果が限定的である場合があります。個別化医療の重要性が高
まる中、リアルタイムの生体情報に基づいた精密な治療介入は、長期的な疾患管理にお
いて極めて高い価値を持ちます。今回の提携は、バイオセンサー、AI、薬物送達技術と
いう最先端の要素を組み合わせることで、従来の「一斉投薬」アプローチから「個別最
適化」アプローチへの転換を加速させるものです。デジタルヘルスとスマート医療の進
化は、患者エンゲージメントと治療アウトカムの改善に不可欠な要素となっており、こ
の提携はまさにその最前線に位置しています。



今後の展望

このTrinity BiotechとLatch Medicalの提携は、精密薬物送達の分野における新たなベン
チマークを確立する可能性を秘めています。初期の焦点は糖尿病と肥満ですが、将来的
には心血管疾患、炎症性疾患、さらにはがん治療など、他の慢性疾患領域にも応用が拡
大するかもしれません。リアルタイムデータに基づく閉ループシステムは、患者の生活
の質を向上させ、医療従事者の負担を軽減し、最終的には医療システム全体の効率化と
コスト削減に貢献するでしょう。この革新的なアプローチは、将来の医療における「パ
ーソナライズされた治療」の姿を具体的に示唆するものとして、大きな注目を集めてい
ます。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3331256/8624/en/trinity-biotech-

partners-with-latch-medical-to-advance-biosensor-guided-precision-drug-delivery-solutions-using-

cgm-technology.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3331256/8624/en/trinity-biotech-partners-with-latch-medical-to-advance-biosensor-guided-precision-drug-delivery-solutions-using-cgm-technology.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3331256/8624/en/trinity-biotech-partners-with-latch-medical-to-advance-biosensor-guided-precision-drug-delivery-solutions-using-cgm-technology.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3331256/8624/en/trinity-biotech-partners-with-latch-medical-to-advance-biosensor-guided-precision-drug-delivery-solutions-using-cgm-technology.html


#14 国立シンガポール大学、水中で92%回復可能な自己修
復電子皮膚を開発しソフトロボットに新境地

概要

シンガポール国立大学の研究者らが、ソフトロボットおよび海洋機械向けの画期的な
水中自己修復電子皮膚を開発しました。このシステムは、自己給電型タッチセンシン
グ、損傷検出、水中自己修復機能を統合しています。伸縮性のある自己修復性エラス

トマーと液体金属導体を使用し、最大92%の高い弾性回復率と、水中10日後でもほぼ
100%の修復効率を実証。これにより、過酷な海洋環境下でのロボットの耐久性と機能
性が飛躍的に向上する可能性があります。

公開日 2026年07月20日  RoboSkin.ai (National University of Singapore)  シンガポール



詳細

主要成果

シンガポール国立大学の研究チームは、ソフトロボットや海洋機械に革新をもたらす、
水中での自己修復が可能な電子皮膚を開発しました。この先進的なシステムは、自己給
電型のタッチセンシング、損傷のリアルタイム検出、そして水中での自己修復という3

つの主要機能を統合しています。伸縮性のある自己修復性エラストマーと液体金属導体
を組み合わせることで、この電子皮膚は最大92%という高い弾性回復率と、水中での10

日後でもほぼ100%の修復効率を実証しました。これにより、過酷な水中環境下でのロ
ボットの運用寿命と信頼性が劇的に向上する見込みです。

技術・臨床詳細

開発された電子皮膚は、特殊なポリマーブレンドで作られた自己修復性エラストマーを
基盤としています。このエラストマーは、亀裂や切断が発生した場合に、材料内部の分
子間相互作用を再構築することで損傷部位を自動的に修復する能力を持っています。導
電性パスとしては、液体金属がエラストマーマトリックス内に組み込まれており、これ
により皮膚が変形したり損傷したりしても電気的接続を維持できます。さらに、この電
子皮膚は環境振動や動きからエネルギーを収集する自己給電機能を持ち、外部電源なし
で長期間稼働することが可能です。タッチセンサーは、水圧の変化や物体との接触を検
知し、損傷検出モジュールは、電気抵抗の変化を通じてリアルタイムで物理的な損傷を
特定します。

背景・業界文脈

従来のロボットや水中探査機は、硬質な材料で作られることが多く、水中での衝突や摩
耗によって容易に損傷し、その修復には高コストと時間がかかっていました。特に、深
海や極地の過酷な環境下での運用では、材料の耐久性と修復能力が極めて重要となりま
す。この自己修復電子皮膚は、これらの課題に対する画期的な解決策を提供し、ソフト
ロボットの設計概念を根本から変える可能性を秘めています。また、生物模倣の観点か
らも、自然界の生物が持つ適応力や再生能力を人工システムに組み込むという点で、科
学技術のフロンティアを拡大するものです。



今後の展望

この水中自己修復電子皮膚の成功は、ソフトロボット工学、海洋探査、さらには生体医
療分野に多大な影響を与えるでしょう。将来的には、海洋ごみの収集、深海資源探査、
水中インフラの検査・修理、あるいは人間に優しいインタラクションが求められるソフ
トロボットアームなど、多岐にわたる応用が期待されます。研究者たちは、より複雑な
感覚機能を統合し、多様な環境要因（温度、塩分濃度、pHなど）に対応できる能力を
開発することで、この技術の汎用性をさらに高めることを目指しています。これによ
り、水中環境での自動化と持続可能性を飛躍的に向上させる新たな時代の到来を告げる
技術となるでしょう。

元記事: https://roboskin.ai/news/underwater-self-healing-electronic-skin-nus-2026

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://roboskin.ai/news/underwater-self-healing-electronic-skin-nus-2026


#15 心筋梗塞バイオマーカー「トロポニンI」検出用ECLア
プタセンサー、血清中検出で高感度化

概要

心筋梗塞のバイオマーカーであるトロポニンIを血清中で超高感度に検出するための、
電気化学発光（ECL）使い捨てアプタマーセンサーが開発されました。このアプタセン
サーは、アプタマー修飾金ナノ粒子、シクロメタル化イリジウム(III)-ポリ-4-ビニルピ

リジンナノ粒子、窒素ドープグラフェンで修飾されたスクリーン印刷電極を使用し、
負荷容量と導電性を向上させています。体液中の蛍光干渉の課題に対し、表面弾性波
分離などの解決策も議論されており、早期診断への応用が期待されます。

公開日 2026年07月17日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

2026年7月17日に発表された研究により、心筋梗塞の重要なバイオマーカーである心筋
トロポニンI（cTnI）を血清サンプル中で超高感度に検出するための、電気化学発光
（ECL）を用いた使い捨てアプタマーセンサーが開発されました。この革新的なアプタ
センサーは、ECL信号を大幅に増強することで、従来の検出法よりも早期かつ正確な心
筋梗塞診断に貢献する可能性を示しています。

技術・臨床詳細

本アプタセンサーは、スクリーン印刷電極（SPE）を基盤とし、その表面にアプタマー
修飾金ナノ粒子（AuNPs）、シクロメタル化イリジウム(III)-ポリ-4-ビニルピリジンナノ
粒子、および窒素ドープグラフェン（N-doped graphene）を複合的に修飾することで
作製されました。AuNPsはアプタマーを固定化し、cTnIとの特異的結合を可能にしま
す。シクロメタル化イリジウム錯体は強力なECL発光体として機能し、N-doped

grapheneは高い導電性と大きな表面積を提供し、ECL発光体の負荷容量を増加させると
ともに、電極の反応性を向上させます。これにより、微量のcTnIを特異的に捕捉し、そ
の濃度に応じた強力なECL信号を発することを可能にしました。また、体液中の自己蛍
光（intrinsic fluorescence）が診断精度に与える干渉の問題についても言及されており、
表面弾性波（SAW）分離技術など、将来的な解決策が提案されています。

背景・業界文脈

心筋梗塞は、世界的に主要な死因の一つであり、その早期診断と迅速な治療介入が患者
の予後を大きく左右します。心筋トロポニンIは、心筋損傷の最も特異的かつ高感度な
バイオマーカーとして広く利用されていますが、従来の検査法では、検出感度や迅速性
に限界がありました。本研究で開発されたECLアプタセンサーは、これらの課題を克服
し、ベッドサイドでの迅速かつ超高感度なcTnI検出を可能にすることで、心筋梗塞の診
断プロセスを革新する潜在力を持っています。これは、ポイントオブケア診断
（POCT）の進歩と、アプタマーおよびナノ材料科学の融合がもたらす重要な成果で
す。



今後の展望

このECLアプタセンサーは、心筋梗塞の超早期診断に道を拓くものとして期待されま
す。研究者たちは今後、臨床検体を用いたさらなる検証を通じて、実用化に向けた性能
評価と最適化を進めるでしょう。特に、体液中の干渉物質を効果的に除去し、安定した
検出を保証するための技術開発が重要となります。将来的には、このプラットフォーム
はcTnI以外の循環バイオマーカーの同時検出にも応用され、心疾患診断における多項目
パネル検査の実現に貢献する可能性があります。これにより、より包括的かつパーソナ
ライズされた心疾患管理が可能となり、救命率の向上と医療コストの削減につながるで
しょう。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/323579077_Aptamer-

based_rolling_circle_amplification_coupled_with_graphene_oxide-

based_fluorescence_resonance_energy_transfer_for_sensitive_detection_of_cardiac_troponin_I

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/323579077_Aptamer-based_rolling_circle_amplification_coupled_with_graphene_oxide-based_fluorescence_resonance_energy_transfer_for_sensitive_detection_of_cardiac_troponin_I
https://www.researchgate.net/publication/323579077_Aptamer-based_rolling_circle_amplification_coupled_with_graphene_oxide-based_fluorescence_resonance_energy_transfer_for_sensitive_detection_of_cardiac_troponin_I
https://www.researchgate.net/publication/323579077_Aptamer-based_rolling_circle_amplification_coupled_with_graphene_oxide-based_fluorescence_resonance_energy_transfer_for_sensitive_detection_of_cardiac_troponin_I


#16 東京工業大学、PS結合ペプチドを用いたSPRバイオセ
ンサーで水中ナノプラスチックを20分で検出

概要

東京工業大学の研究者らは、表面プラズモン共鳴（SPR）を利用した高速光学バイオ
センサーを開発し、淡水中の50 nmポリスチレンナノ粒子（PS-NPs）を20分以内に検
出することに成功しました。このバイオセンサーは、PEGリンカーを介して薄い金膜

に固定化されたPS結合ペプチドを使用し、ラベルフリーかつ選択的に1.3 μg/mLの検出
限界を達成しています。これにより、環境中の微細なプラスチック汚染の迅速な監視
が可能となり、生態系や公衆衛生への影響評価に貢献します。

公開日 2026年07月17日  Science Tokyo (Institute of Science Tokyo, Japan)  日本



詳細

主要成果

東京工業大学の研究チームは、表面プラズモン共鳴（SPR）技術を応用した画期的な光
学バイオセンサーを開発し、淡水中に存在する50 nmサイズのポリスチレンナノ粒子
（PS-NPs）をわずか20分以内に検出することに成功しました。この高速かつ高感度な
検出方法は、ナノプラスチックによる環境汚染の監視において、新たな道を開くもので
す。

技術・臨床詳細

開発されたバイオセンサーは、薄い金膜上に特定のPS結合ペプチドをPEGリンカーを介
して固定化しています。このペプチドは、ポリスチレンナノ粒子に対して高い親和性と
選択性を持つように設計されており、他の一般的な環境粒子との干渉を最小限に抑えま
す。SPR技術は、金膜表面で発生する表面プラズモンと、その近傍で生じる分子結合に
よる屈折率変化を測定する原理に基づいています。PS-NPsがセンサー表面のペプチドに
結合すると、SPR信号に特徴的な変化が生じ、これを光学的に検出することでナノプラ
スチックの存在と濃度を特定します。このシステムはラベルフリー（標識不要）であ
り、前処理の簡素化に貢献します。検出限界は1.3 μg/mLであり、これは環境水中のナ
ノプラスチック濃度を評価する上で十分な感度を持つとされています。

背景・業界文脈

ナノプラスチック汚染は、近年、マイクロプラスチックに次ぐ新たな環境問題として認
識されており、水生生物への取り込みや食物連鎖を通じた生態系への影響、さらには人
体への潜在的な健康リスクが懸念されています。しかし、ナノプラスチックはサイズが
非常に小さく、従来の分析手法では検出が困難でした。このため、迅速かつ高感度な検
出技術の開発が喫緊の課題とされていました。東京工業大学の研究は、この課題に対す
る有望な解決策を提供し、環境モニタリング、水処理技術、公衆衛生管理など、幅広い
分野に影響を与える可能性を秘めています。



今後の展望

このSPRバイオセンサーの成功は、ナノプラスチック検出技術の進化を加速させるでし
ょう。研究者たちは今後、より広範な種類のプラスチックナノ粒子や、より多様な環境
サンプル（例えば、海水、土壌抽出液、生物組織など）への応用可能性を探求すると考
えられます。また、現場での利用を容易にするためのポータブル化や、AIによるデータ
解析の統合を通じて、ナノプラスチック汚染のリアルタイムかつ広域なモニタリングネ
ットワークの構築が期待されます。これにより、ナノプラスチックによる環境リスクを
より正確に評価し、効果的な対策を講じるための科学的根拠を提供できるでしょう。

元記事: https://www.isct.ac.jp/en/news/0wb20bf07czk

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.isct.ac.jp/en/news/0wb20bf07czk


#17 高感度プロフェノホス検出向けAu25ナノクラスター
ベース電気化学バイオセンサーを開発、DLは0.137 µg/L

概要

2026年7月17日に発表された研究は、Au25ナノクラスターをベースとした高活性・高
感度の電気化学バイオセンサーを開発し、農薬プロフェノホスを効率的に検出しま
す。この3層KBE-CS/Au25@MLG/GC電極は、Au25@MLGとキトサンを利用してキドニ

ービーン酵素（KBE）を吸着・保護することで性能を向上。最適化されたセンサーは
1〜2000 µg/Lの広い線形範囲でプロフェノホスを検出可能で、検出限界は0.137 µg/Lを
達成し、実サンプルで優れた再現性、抗干渉性、安定性を示しました。

公開日 2026年07月17日  PubMed  国際



詳細

主要成果

2026年7月17日に公開された研究論文によると、農薬プロフェノホスの高活性かつ高感
度な検出を可能にする、Au25ナノクラスターをベースとした革新的な電気化学バイオ
センサーが開発されました。このセンサーは、検出限界0.137 µg/Lという高い感度と、
実サンプルにおける優れた再現性、抗干渉性、安定性を実証しており、環境モニタリン
グや食品安全検査における新たなツールとなることが期待されます。

技術・臨床詳細

開発されたバイオセンサーは、グラッシーカーボン（GC）電極上に、Au25ナノクラス
ターを多層グラフェン（MLG）に担持させたAu25@MLG、そしてキトサン（CS）とキ
ドニービーン酵素（KBE）を組み合わせて3層構造（KBE-CS/Au25@MLG/GC）を形成し
ています。Au25ナノクラスターは、その特異な電気化学的特性により、KBEの酵素活性
を促進し、プロフェノホスとの反応によって生じる電気信号を増幅する役割を果たしま
す。キトサンはKBEを効果的に吸着・固定化し、その安定性を向上させるとともに、電
極表面のバイオファウリングを抑制します。最適化されたこのバイオセンサーは、プロ
フェノホス濃度1〜2000 µg/Lの範囲で良好な線形応答を示し、検出限界は0.137 µg/Lと
いう高い感度を達成しました。さらに、共存物質に対する優れた選択性と、長期間にわ
たる安定性が確認されており、実環境サンプルでの応用が強く期待されています。

背景・業界文脈

プロフェノホスは、世界中で広く使用されている有機リン系殺虫剤であり、その残留は
環境汚染や食品安全に対する深刻な懸念を引き起こしています。ヒトの健康への影響や
生態系への毒性から、環境中および食品中のプロフェノホス濃度を正確かつ迅速にモニ
タリングする技術が求められています。従来の分析方法（ガスクロマトグラフィー質量
分析法など）は高精度ですが、前処理が複雑で時間がかかり、高価な装置を必要としま
す。電気化学バイオセンサーは、その迅速性、簡便性、低コスト性から、オンサイトで
の農薬検出の有望な選択肢として注目されています。今回のAu25ナノクラスターを用
いたアプローチは、この分野における性能向上に貢献するものです。



今後の展望

このAu25ナノクラスターベースの電気化学バイオセンサーは、環境中のプロフェノホ
ス汚染の迅速かつ高感度な監視、および食品中の農薬残留検査に革新をもたらす可能性
を秘めています。今後、研究者たちは、この技術をさらに進化させ、他の農薬や環境汚
染物質の多項目同時検出への応用や、ポータブルデバイスへの統合を進めるでしょう。
また、実環境における長期安定性と堅牢性の評価、そして規制基準への適合性検証が、
実用化に向けた重要なステップとなります。この技術が普及すれば、食品安全の確保と
環境保護に大きく貢献し、公衆衛生の向上にもつながると期待されます。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42076925/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42076925/


#18 Withings、Abbott社Lingoバイオセンサーと連携し
70-140 mg/dL目標の非侵襲的血糖管理を提供

概要

Withingsは、Abbott社のLingoを非侵襲的な連続グルコースモニター（CGM）バイオセ
ンサーとして紹介しています。Lingoは、痛みなく上腕に装着され、リアルタイムのグ
ルコースデータをLingoアプリにストリーミングします。これにより、ユーザーは食

事、運動、ストレスが代謝の健康にどう影響するかを理解し、グルコースレベルを健
康的な範囲（70-140 mg/dL）に維持するための洞察を得られます。Lingoは、燃料管
理、集中力、心臓の健康の向上を目指す人々に向けた、手軽な健康管理ソリューショ

ンを提供します。

公開日 日付不明  Withings  フランス



詳細

主要成果

Withingsは、Abbott社が開発した非侵襲型連続グルコースモニター（CGM）バイオセン
サー「Lingo」を紹介しています。Lingoは、上腕に痛みなく装着されることで、ユーザ
ーにリアルタイムのグルコースデータを提供し、代謝の健康を包括的に理解することを
可能にします。このデバイスは、グルコースレベルを健康的な範囲である70-140

mg/dLに維持することを目指し、燃料管理、集中力、心臓の健康の改善に貢献します。

技術・臨床詳細

Lingoバイオセンサーは、独自の非侵襲的技術を用いて皮膚表面でグルコースレベルを
測定し、そのデータをLingo専用アプリにワイヤレスでストリーミングします。従来の
CGMが皮下に挿入するタイプであるのに対し、Lingoは針を必要としないため、装着時
の不快感が大幅に軽減されます。アプリは、グルコースのリアルタイム表示に加え、食
事、運動、睡眠、ストレスなどのライフスタイル要因と血糖値変動の相関関係を分析
し、パーソナライズされた洞察を提供します。例えば、特定の炭水化物摂取後の血糖値
スパイクや、運動による血糖値の安定化効果などを視覚的に理解できるようになりま
す。これにより、ユーザーはより具体的な行動変容を促され、自身の代謝状態を最適に
管理するための知識とツールを得ることができます。

背景・業界文脈

連続グルコースモニタリングは、糖尿病患者だけでなく、一般の健康意識の高い人々に
とっても、代謝の健康を理解し、改善するための強力なツールとして認識され始めてい
ます。特に、Abbott社のLingoは、OTC（市販薬）として利用可能であるとされており
（CNETによると2024年にFDA承認）、これにより医療機関の介入なしに、より手軽に
CGMを利用できる機会が拡大しました。Withingsのようなデジタルヘルス企業がLingo

を紹介することは、ウェアラブル技術とバイオセンサーが、予防医療や健康管理の主流
になるという業界のトレンドを反映しています。非侵襲性と使いやすさは、この分野の
普及において極めて重要な要素です。



今後の展望

Lingoバイオセンサーのような非侵襲的CGMデバイスの普及は、健康管理のあり方を大
きく変える可能性を秘めています。将来的には、グルコースデータだけでなく、ケトン
体、乳酸、電解質といった他の重要なバイオマーカーも非侵襲的に同時測定できる多機
能センサーへと進化するでしょう。また、AIとの統合により、個人の生体データ、ライ
フスタイル、さらには遺伝情報に基づいた、より高度なパーソナライズドな健康予測と
介入策が提供されるようになることが期待されます。これにより、糖尿病の予防、体重
管理、アスリートのパフォーマンス向上など、幅広い分野で、人々が自身の健康をより
能動的に管理するための強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.withings.com/en-in/products/lingo

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.withings.com/en-in/products/lingo


#19 ASCO 2026：広範病期小細胞肺癌に対する化学免疫
療法への胸部放射線療法追加は生存期間を延長せず

概要

ASCO 2026で発表された主要な研究（LBA8005）に関するコメントによると、広範病
期の小細胞肺癌患者に対して、プラチナ製剤/エトポシド化学療法およびデュルバルマ
ブ免疫療法に胸部放射線療法（TRT）を追加しても、全生存期間（OS）または無増悪

生存期間（PFS）の延長効果は認められませんでした。むしろ、TRTの追加はより重篤
な有害事象の増加と関連していました。この結果は、既存の治療プロトコルに対する
重要な示唆を与え、治療戦略の再評価を促すものです。

公開日 2026年07月22日  Audio Medica  ノルウェー



詳細

主要成果

2026年7月22日にAudio Medicaが報じたASCO 2026の抄録（LBA8005）に関するコメン
トによると、広範病期の小細胞肺癌患者を対象とした大規模臨床試験において、プラチ
ナ製剤/エトポシド化学療法とデュルバルマブ免疫療法の標準治療に胸部放射線療法
（TRT）を併用しても、患者の全生存期間（OS）または無増悪生存期間（PFS）は延長
されないことが明らかになりました。さらに、TRTの追加は、より多くの重篤な有害事
象の発生と関連していました。

技術・臨床詳細

この臨床試験は、広範病期小細胞肺癌（ES-SCLC）に対する治療戦略を評価するために
実施されました。患者は、標準的な化学療法（プラチナ製剤とエトポシド）と、PD-L1

阻害薬であるデュルバルマブによる免疫療法の組み合わせを受ける群、またはこれに加
えて胸部放射線療法（TRT）も受ける群に無作為に割り付けられました。結果として、
TRTを追加した群と追加しなかった群の間で、OSおよびPFSに統計学的に有意な差は認
められませんでした。しかし、TRT群では、特に食道炎や肺臓炎などの放射線関連の重
篤な有害事象の発生率が高く、患者の生活の質（QOL）に悪影響を与える可能性が示唆
されました。これは、治療の強化が必ずしも臨床的利益につながらず、むしろ毒性を増
加させる可能性があることを示しています。

背景・業界文脈

小細胞肺癌は、悪性度が高く進行が速いことで知られ、広範病期では予後が特に不良で
す。近年、免疫チェックポイント阻害剤の登場により、治療成績は改善傾向にあります
が、最適な治療戦略は依然として議論の的となっています。特に、初期治療として化学
免疫療法を受けた患者に対する胸部放射線療法の役割については、限局期SCLCでは有効
性が確立されているものの、広範病期SCLCではその意義が明確ではありませんでした。
今回の研究結果は、広範病期SCLCにおける治療の個別化と、毒性を最小限に抑えつつ効
果を最大化するアプローチの重要性を改めて浮き彫りにしています。



今後の展望

この知見は、広範病期小細胞肺癌の臨床ガイドラインに影響を与える可能性がありま
す。今後、医療従事者は、化学免疫療法後のTRT追加の必要性を慎重に再評価し、個々
の患者の病態やリスクプロファイルを考慮した治療計画を立てることが求められるでし
ょう。また、バイオマーカーを用いた治療効果予測や、より副作用の少ない新たな治療
法の開発が、この分野の喫緊の課題となります。AIを活用した画像診断や液体生検によ
るモニタリング技術も、治療戦略の最適化に貢献する可能性があり、今後の研究の進展
が期待されます。

元記事: https://audiomedica.com/episode/bjorn-henning-gronberg-md-phd-asco-2026-adding-

thoracic-radiotherapy-did-not-prolong-lives-of

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://audiomedica.com/episode/bjorn-henning-gronberg-md-phd-asco-2026-adding-thoracic-radiotherapy-did-not-prolong-lives-of
https://audiomedica.com/episode/bjorn-henning-gronberg-md-phd-asco-2026-adding-thoracic-radiotherapy-did-not-prolong-lives-of


#20 メドトロニック、MiniMed 780GとSimplera Sync™
センサーで糖尿病管理を統合・簡素化

概要

メドトロニックは、MiniMed 780GインスリンポンプシステムとSimplera Sync™センサ
ーを組み合わせた最新の糖尿病管理ソリューションを発表しました。Simplera Sync™

は、センサーとトランスミッターが一体化した使い捨ての連続グルコースモニター

（CGM）で、5分ごとにリアルタイムのグルコースレベルを測定します。この統合シ
ステムは、自動インスリン供給とMeal Detection™技術を提供し、分離型トランスミッ
ターの交換を不要にすることで、糖尿病管理の簡素化と患者負担の軽減を実現しま

す。

公開日 2026年07月23日  Southeast Diabetes Inc.  アメリカ



詳細

主要成果

メドトロニック社は、同社のMiniMed 780Gインスリンポンプシステムと、新たに発表
されたSimplera Sync™センサーを組み合わせることで、糖尿病管理を大幅に簡素化する
最先端ソリューションを提供します。Simplera Sync™は、センサーとトランスミッター
が一体となった使い捨ての連続グルコースモニター（CGM）であり、5分ごとにグルコ
ースレベルをリアルタイムで継続的にモニタリングします。これにより、患者はより手
軽に、かつ効率的に自身の血糖値を管理できるようになります。

技術・臨床詳細

MiniMed 780Gシステムは、高度なアルゴリズムと自動インスリン供給機能を統合して
おり、Simplera Sync™センサーからのリアルタイム血糖値データに基づいてインスリン
注入量を動的に調整します。このシステムは、高血糖と低血糖の両方を予防するために
設計されており、目標血糖範囲（100-120 mg/dL）を維持することを目指します。特筆
すべきは、Simplera Sync™センサーがセンサーとトランスミッターを一体化したオール
インワン設計である点です。これにより、従来のCGMシステムで必要とされていた分離
型トランスミッターの定期的な交換が不要となり、装着の簡便性が向上し、患者の負担
が軽減されます。また、Meal Detection™技術は、食事のタイミングや量に応じてイン
スリン供給を最適化し、食後の血糖値上昇をより効果的に管理します。

背景・業界文脈

糖尿病管理は、患者にとって日々の継続的な努力を要する複雑なプロセスです。従来の
インスリンポンプとCGMの組み合わせは、ある程度の自動化を提供してきましたが、分
離型デバイスの管理や定期的な交換作業は依然として患者の負担となっていました。メ
ドトロニック社のMiniMed 780GとSimplera Sync™センサーの組み合わせは、この課題
に対する包括的な解決策を提示し、糖尿病患者の生活の質を向上させることを目指して
います。このような統合型システムは、デジタルヘルスとウェアラブル技術の進化が医
療に深く組み込まれていく現代のトレンドを象徴するものです。



今後の展望

Simplera Sync™センサーの導入とMiniMed 780Gシステムとの統合は、メドトロニック
社が糖尿病技術分野でのリーダーシップを強化する重要な一歩です。将来的には、この
ような統合型デバイスはさらに小型化され、患者の日常生活への影響を最小限に抑えつ
つ、より高度なパーソナライズされた血糖管理機能を提供するようになるでしょう。AI
と機械学習のさらなる進化により、個々の患者のライフスタイル、食事、運動パターン
に基づいた予測分析と最適なインスリン供給が実現し、糖尿病合併症のリスクをさらに
低減することが期待されます。この技術革新は、糖尿病患者がより自由で健康的な生活
を送るための強力なサポートとなるでしょう。

元記事: https://southeastdiabetes.com/2026/07/simplifying-diabetes-management-with-the-medtronic-

minimed-780g-and-simplera-sync-sensor-2/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://southeastdiabetes.com/2026/07/simplifying-diabetes-management-with-the-medtronic-minimed-780g-and-simplera-sync-sensor-2/
https://southeastdiabetes.com/2026/07/simplifying-diabetes-management-with-the-medtronic-minimed-780g-and-simplera-sync-sensor-2/


#21 Novagard、ISO 10993準拠の医療用シリコーンでウ
ェアラブルバイオセンサーの生体適合性を確保

概要

Novagardは、医療機器、特にECG、体温、動き、呼吸、グルコース、汗の分析物など
の信号を継続的に収集するウェアラブルバイオセンサーパッチ向けのシリコーンソリ
ューションを設計・製造しています。同社の電子機器グレードシリコーンは、ISO

10993生体適合性基準（細胞毒性、皮膚感作、刺激性）に適合することがテストされ
ており、オンボディモニタリング電子機器への安全性と信頼性を確保しています。こ
れにより、患者の快適性と長期的な装着が可能な高品質な医療機器の実現に貢献しま

す。

公開日 日付不明  Novagard  アメリカ



詳細

主要成果

Novagard社は、ウェアラブルバイオセンサーパッチを含む医療機器向けに、ISO 10993

生体適合性基準に準拠した高性能シリコーンソリューションを開発・製造しています。
これらのシリコーン材料は、ECG（心電図）、体温、動き、呼吸、グルコース、汗の分
析物といった複数の生体信号を継続的に収集するオンボディモニタリング電子機器の安
全性と信頼性を確保するために不可欠です。

技術・臨床詳細

Novagard社のシリコーン製品は、その優れた物理的特性と生体適合性から、ウェアラ
ブル医療機器に理想的な材料とされています。具体的には、皮膚への密着性が高く、長
時間の装着でも快適性を損なわない柔軟性を持ち合わせています。また、汗や体液、外
部環境からの水分に対する優れたバリア機能を持ち、内部の繊細な電子部品を保護しま
す。同社の電子機器グレードシリコーンは、ISO 10993-5（細胞毒性）、ISO 10993-10

（皮膚感作性および刺激性）などの厳格な国際生体適合性試験に合格しており、人体へ
の接触が想定される医療機器での使用が安全であることを証明しています。これによ
り、アレルギー反応や皮膚刺激のリスクを最小限に抑えつつ、安定したセンサー性能を
維持することが可能です。

背景・業界文脈

近年、予防医療やパーソナルヘルスケアの重要性が高まるにつれて、ウェアラブルバイ
オセンサー市場は急速に拡大しています。これらのデバイスは、心疾患、糖尿病、睡眠
障害などの慢性疾患の早期発見や継続的なモニタリングに不可欠です。しかし、長時間
皮膚に接触するデバイスであるため、材料の安全性、快適性、耐久性が極めて重要とな
ります。Novagard社のような専門企業が、これらの厳しい要件を満たすシリコーンソ
リューションを提供することは、ウェアラブル医療機器の品質向上と普及に貢献する重
要な要素です。生体適合性の確保は、医療機器の規制承認を得る上での基本的な要件で
もあります。



今後の展望

Novagard社の高性能シリコーンソリューションは、次世代のウェアラブルバイオセン
サーの開発をさらに加速させるでしょう。将来的には、より薄く、より柔軟で、さらに
多機能なセンサーパッチが開発され、より快適な装着感と幅広い生体情報のモニタリン
グが可能になると予想されます。また、遠隔医療や予防医療の進展に伴い、自宅での慢
性疾患管理やアスリートのパフォーマンス向上、さらには一般消費者の健康管理へと応
用範囲が広がるでしょう。Novagard社は、このような医療技術の進化を支える基盤材
料サプライヤーとして、引き続き重要な役割を担っていくと考えられます。

元記事: https://novagard.com/markets/medical/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://novagard.com/markets/medical/


#22 STYRKRがFlowbioとHDropのウェアラブル汗センサ
ーを紹介、リアルタイム汗組成分析で運動パフォーマンス
向上へ

概要

STYRKRは、運動中のパフォーマンス向上を目的としたFlowbioとHDropなどのウェア

ラブル汗センサーを紹介しました。これらのデバイスは、マイクロ流体チャネルを活
用して汗の排出量とナトリウム損失をリアルタイムで追跡し、アプリと同期して個人
の汗プロファイルを構築します。これにより、アスリートは様々な活動や条件下で自

身の水分補給と電解質バランスを最適化するための洞察を得られます。臨床的には、
ピロカルピンイオン泳動が汗中のナトリウム濃度を正確に分析するゴールドスタンダ
ードとして言及されています。

公開日 2026年07月22日  STYRKR  イギリス



詳細

主要成果

スポーツ栄養ブランドSTYRKRは、FlowbioやHDropなどのウェアラブル汗センサーが、
リアルタイムで汗の排出量とナトリウム損失を追跡し、個人の運動パフォーマンス向上
に貢献することを紹介しました。これらのデバイスは、マイクロ流体チャネル技術を駆
使して汗の組成を分析し、ユーザーは専用アプリを通じて自身の汗プロファイルを構築
できます。これにより、アスリートは水分補給と電解質補給戦略を最適化するための貴
重な洞察を得られます。

技術・臨床詳細

FlowbioやHDropのようなウェアラブル汗センサーは、皮膚に直接装着される小型デバ
イスです。これらデバイスは、マイクロ流体技術を利用して汗を収集し、汗の流速を正
確に測定するとともに、汗中の主要な電解質であるナトリウム濃度をリアルタイムで分
析します。得られたデータはBluetoothなどを介してスマートフォンアプリに同期さ
れ、ユーザーは運動中の発汗量、ナトリウム損失量、その傾向を視覚的に把握できま
す。これにより、例えば、マラソンやトライアスロンのような持久系スポーツにおい
て、脱水症状や電解質異常のリスクを軽減し、パフォーマンス低下を防ぐための適切な
水分・電解質補給計画を立てることが可能になります。臨床現場では、汗中のナトリウ
ム濃度を正確に測定するゴールドスタンダードとして、ピロカルピンイオン泳動法が言
及されており、この技術が提供するデータの信頼性を裏付けるものとなります。

背景・業界文脈

アスリートにとって、運動中の水分と電解質のバランスはパフォーマンスに直結する重
要な要素です。従来の水分補給戦略は、一般論に基づいているか、あるいは体重変化に
頼るもので、個々の発汗特性や電解質損失量を正確に反映しているとは言えませんでし
た。ウェアラブル汗センサーの登場は、この問題を解決し、アスリートが自身の生理学
的ニーズに基づいて水分補給をパーソナライズすることを可能にします。これにより、
科学的なアプローチに基づくトレーニングとリカバリーが促進され、スポーツ科学の分
野に新たな地平を切り開いています。デジタルヘルスとスポーツテクノロジーの融合
は、今後も市場を牽引する主要なトレンドとなるでしょう。



今後の展望

ウェアラブル汗センサー技術は、今後さらに進化し、ナトリウム以外の電解質（カリウ
ム、マグネシウムなど）、グルコース、乳酸、コルチゾールなど、より多様なバイオマ
ーカーの同時リアルタイム測定が可能になると予想されます。AIと機械学習の統合によ
り、個人の生理学的データ、トレーニング負荷、環境条件に基づいた、より高度な予測
分析とパーソナライズされたリカバリー戦略が提供されるでしょう。将来的には、これ
らのデバイスはアスリートだけでなく、熱中症リスクの高い労働者や、特定の疾患（嚢
胞性線維症など）を持つ人々の健康管理ツールとしても広く普及する可能性がありま
す。これにより、個人のパフォーマンス最適化と公衆衛生の向上の両面で大きな貢献が
期待されます。

元記事: https://styrkr.com/blogs/training-and-nutrition-hub/sweat-testing-101-what-it-actually-tells-

you-and-how-to-get-yours-done-properly

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://styrkr.com/blogs/training-and-nutrition-hub/sweat-testing-101-what-it-actually-tells-you-and-how-to-get-yours-done-properly
https://styrkr.com/blogs/training-and-nutrition-hub/sweat-testing-101-what-it-actually-tells-you-and-how-to-get-yours-done-properly


#23 FDA、Dexcomをデジタルヘルスパイロットプログラ
ム「TEMPO」の初の参加企業に選定

概要

米国食品医薬品局（FDA）は、新しいTechnology-Enabled Meaningful Patient

Outcomes（TEMPO）パイロットプログラムの最初の参加企業としてDexcom社を選定
しました。このパイロットプログラムにより、DexcomはAIを活用したグルコースヘル

スプログラムを実施し、Dexcom G7とSteloからのデータと、栄養、身体活動、睡眠、
ストレスなどの状況に応じた健康情報を統合します。目標は、前糖尿病および2型糖尿
病のスクリーニングを強化し、医療専門家向けにパーソナライズされた洞察を提供す

ることにあります。

公開日 2026年07月23日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（ FDA）は、新たなデジタルヘルスパイロットプログラム
「Technology-Enabled Meaningful Patient Outcomes (TEMPO)」の最初の参加企業とし
て、連続グルコースモニター（CGM）のリーディングカンパニーであるDexcom社を選
定しました。この画期的なプログラムを通じて、DexcomはAIを活用したグルコースヘ
ルスプログラムを展開し、同社の主要製品であるDexcom G7とSteloからのリアルタイ
ムデータと、食事、運動、睡眠、ストレスといった患者の状況に応じた健康情報を統合
する計画です。

技術・臨床詳細

TEMPOパイロットプログラムでは、DexcomのAI技術が、G7（処方箋ベースのCGM）と
Stelo（OTC承認のCGM）から収集された膨大なグルコースデータを分析します。このデ
ータは、ユーザーの栄養摂取、身体活動レベル、睡眠パターン、ストレス因子などのラ
イフスタイルデータと組み合わされ、個々の患者の代謝プロファイルをより包括的に理
解することを可能にします。AIアルゴリズムは、これらの統合された情報から、前糖尿
病および2型糖尿病のリスクを早期に特定するためのパターンや傾向を検出します。さ
らに、医療専門家向けには、患者の健康状態に関するパーソナライズされた洞察と、個
別化された介入戦略を支援する推奨事項が提供されます。これにより、医師はよりデー
タに基づいた意思決定を下し、患者の健康転帰を最適化できると期待されます。

背景・業界文脈

デジタルヘルス技術は、医療提供のあり方を根本から変革する潜在力を持つと認識され
ています。FDAのTEMPOプログラムは、このような革新的技術が患者の有意義なアウト
カムにどのように貢献できるかを評価し、将来の規制フレームワークを形成するための
重要な取り組みです。DexcomのようなCGM技術は、糖尿病管理に革命をもたらしてき
ましたが、そのデータはこれまで主に血糖値のモニタリングに限定されていました。AI

との統合により、CGMデータがより広範な健康コンテキストと結びつけられることで、
疾患の早期スクリーニング、予防、そして個別化医療への応用が加速されます。これ
は、デジタルバイオマーカーとAIが医療の主流となる時代の到来を告げるものです。



今後の展望

DexcomがTEMPOパイロットプログラムに選定されたことは、デジタルヘルス分野にお
ける同社のリーダーシップをさらに強化し、CGM技術の適用範囲を糖尿病患者の管理か
ら、広範な公衆衛生対策、特に前糖尿病や2型糖尿病の早期発見と予防へと拡大させる
ものです。プログラムの成功は、将来的にはFDAが他のデジタルヘルス企業にも同様の
加速的な承認経路を提供する可能性を示唆しています。これにより、AI駆動型パーソナ
ルヘルスプログラムが普及し、個々の患者が自身の健康をより能動的に管理し、予防的
な介入を通じて慢性疾患の進行を遅らせる、あるいは防ぐことができる未来が加速され
ることが期待されます。これは、患者中心の予防医療への大きな一歩となるでしょう。

元記事: https://www.medtechdive.com/news/fda-names-dexcom-as-first-participant-in-digital-health-

pilot/826059/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.medtechdive.com/news/fda-names-dexcom-as-first-participant-in-digital-health-pilot/826059/
https://www.medtechdive.com/news/fda-names-dexcom-as-first-participant-in-digital-health-pilot/826059/


#24 MDPI誌レビュー：電気化学アプタマーセンサーがア
ントラサイクリン系抗がん剤のin vivo薬物動態モニタリン
グを革新

概要

MDPIのBiosensors誌に掲載されたレビューは、アントラサイクリン系抗がん剤のin

vivo薬物動態モニタリングのための電気化学アプタマーベース（EAB）センサーのメカ
ニズム、安定性、および臨床応用の展望を議論しています。特に、レーザー誘起グラ
フェンやMOF由来多孔質炭素をポリイミド基板上に形成した柔軟な電極の開発が強調

されており、組織表面に適合し、バイオファウリングを低減することで長期モニタリ
ングを可能にします。EABセンサーは、血漿と間質液間の薬物動態の遅延を連続的に
モニタリングする潜在力を示しています。

公開日 2026年07月23日  MDPI (Biosensors)  スイス



詳細

主要成果

2026年7月23日にMDPIの『Biosensors』誌に掲載されたレビュー論文は、アントラサイ
クリン系抗がん剤のin vivo薬物動態（PK）モニタリングを可能にする電気化学アプタマ
ーベース（EAB）センサーに関する包括的な考察を提供しています。このレビューは、
センサーの作用メカニズム、長期的な安定性、そして臨床応用への課題と展望を深く掘
り下げています。特に、レーザー誘起グラフェンや金属有機構造体（MOF）由来の多孔
質炭素をポリイミド基板上に形成した柔軟な電極の進歩が強調されており、これらの技
術が組織表面に適合し、バイオファウリングを低減しながら、長期的な薬剤モニタリン
グを実現する可能性が示唆されています。

技術・臨床詳細

EABセンサーは、特定の薬剤分子に特異的に結合するアプタマー（人工核酸）を電極表
面に固定化し、薬剤の結合・解離に伴う電気信号の変化を検出することで、リアルタイ
ムで薬剤濃度を測定します。このレビューでは、特にアントラサイクリン系薬剤（ドキ
ソルビシンなど）の血中濃度を継続的にモニタリングするEABセンサーの設計原則と性
能が分析されています。従来の血液サンプリングによるPK測定は間欠的であり、薬剤濃
度の詳細な変動を捉えにくいという課題がありました。EABセンサーは、血漿と間質液
の間で薬剤濃度に遅延が生じる薬物動態学的な側面を連続的に把握できる可能性があ
り、これは個別化された薬物投与量の最適化に極めて重要な情報となります。柔軟な電
極材料は、体内の様々な部位に埋め込みやすく、生体適合性を高め、長期的な機能維持
に貢献します。

背景・業界文脈

がん化学療法において、薬剤の適切な投与量は、治療効果を最大化しつつ副作用を最小
限に抑えるために不可欠です。しかし、患者個々の代謝や病態によって薬剤のPKは大き
く異なるため、画一的な投与量では不十分な場合が多いのが現状です。リアルタイムin

vivo PKモニタリングは、個別化医療の実現に向けた重要なステップであり、EABセンサ
ーはその有力な候補技術として注目されています。この分野の研究は、高度なバイオセ
ンサー技術と生体適合性材料科学の融合によって推進されており、精密医療の進展に不
可欠な要素となっています。



今後の展望

EABセンサー技術は、アントラサイクリン系抗がん剤のモニタリングを超えて、他の化
学療法薬、免疫抑制剤、抗生物質など、幅広い薬剤のPKモニタリングに応用される可能
性を秘めています。レビューでは、EABセンサーの臨床翻訳を加速させるための課題と
して、長期的な生体安定性の確保、バイオファウリングのさらなる抑制、多項目同時モ
ニタリング能力の向上、そしてワイヤレスデータ伝送とAIによるデータ解析の統合が挙
げられています。これらの課題が克服されれば、EABセンサーは、がん治療をはじめと
する多様な疾患領域において、患者中心の個別化治療を推進する強力なツールとなるで
しょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2673-3293/7/3/20

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2673-3293/7/3/20


#25 bioRxiv発表：SMART-NeuroDxが試薬不要、ML駆動
で4項目同時認知症スクリーニングのLoD 0.087 pg/mL達
成

概要

2026年7月23日にbioRxivで発表されたプレプリント論文は、試薬不要かつ機械学習

（ML）駆動の多検体バイオセンサープラットフォーム「SMART-NeuroDx」を記述し
ています。このプラットフォームは、ポイントオブケアでの認知症スクリーニングを
目的とし、単一デバイスで4つの神経変性バイオマーカーを同時にセンシングできま

す。特に、サブピコグラムレベルのpTau217（検出限界0.087 pg/mL）を適切な動的範
囲で分解することに成功。交差検証されたRandom ForestとXGBoost回帰器を用いて、
ボルタンメトリー特徴を濃度に変換します。

公開日 2026年07月23日  bioRxiv  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月23日にbioRxivで公開されたプレプリント論文は、試薬を必要とせず、機械学
習（ML）を活用した革新的な多検体バイオセンサープラットフォーム「SMART-
NeuroDx」を報告しています。このプラットフォームは、ポイントオブケア（POCT）
での認知症スクリーニングを目的としており、単一のデバイスで4つの異なる神経変性
バイオマーカーを同時に高感度で検出することを可能にしました。特に、アルツハイマ
ー病の主要なバイオマーカーであるリン酸化タウ217（pTau217）を、サブピコグラム
レベル（検出限界0.087 pg/mL）で、適切な動的範囲内で高精度に定量できる点が注目
されます。

技術・臨床詳細

SMART-NeuroDxプラットフォームは、電極アレイを基盤とした電気化学センサー技術
を利用しており、各電極には異なるバイオマーカーに特異的な認識プローブが固定化さ
れています。このセンサーは、サンプル（例えば、血液や脳脊髄液）中のバイオマーカ
ーとの結合によって生じる電気化学的変化を測定します。最大の特徴は、試薬（例：酵
素、蛍光色素）を追加することなく、直接的にバイオマーカーを検出できる「試薬フリ
ー」設計である点です。これにより、検査手順が簡素化され、コストと検査時間を大幅
に削減できます。検出されたボルタンメトリー特徴は、交差検証されたRandom Forest

およびXGBoost回帰器といった高度な機械学習モデルによって解析され、各バイオマー
カーの正確な濃度に変換されます。このML駆動の読み出しシステムは、複雑な生体信
号から微細な変化を抽出し、高い信頼性で診断を支援します。

背景・業界文脈

認知症は、世界的に患者数が増加している主要な公衆衛生上の課題であり、早期かつ正
確な診断が、病気の進行を遅らせるための介入や適切なケアプランの策定に不可欠で
す。しかし、現在の認知症診断は、高価な画像診断（PETスキャンなど）や侵襲的な脳
脊髄液（CSF）検査に依存しており、患者への負担が大きく、広範なスクリーニングに
は不向きでした。SMART-NeuroDxのようなPOCT対応の多検体バイオセンサーは、血液
サンプルから手軽に複数の認知症バイオマーカーを測定できるため、大規模スクリーニ
ングや早期診断を可能にし、医療アクセスの向上と医療費の削減に貢献する潜在力を持
っています。



今後の展望

SMART-NeuroDxプラットフォームは、認知症診断の未来を大きく変える可能性を秘め
ています。研究者たちは今後、臨床環境での大規模な検証試験を実施し、その診断精度
と実用性をさらに評価するでしょう。将来的には、この技術がプライマリケアクリニッ
クや地域医療機関、さらには家庭でのセルフスクリーニングツールとして普及すること
が期待されます。多項目同時検出能力と機械学習による高度なデータ解析は、認知症の
超早期発見だけでなく、病型の特定、進行度評価、治療効果モニタリングにも応用され
る可能性があります。これにより、個別化された認知症管理が推進され、患者とその家
族の生活の質の向上に寄与する強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.07.22.740043v1

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.07.22.740043v1


#27 Lidsen論文、アプタマーと金ナノ粒子を用いた食品の
迅速検出向け比色アッセイの進歩を解説

概要

Lidsen誌に掲載された研究では、アプタマーと金ナノ粒子を組み合わせた比色アッセ
イによる食品の迅速検出における進歩が議論されています。バイオ認識要素としての
アプタマーと検出ラベルとしてのナノ材料の活用が、ラテラルフローアッセイ（LFA）

の性能を向上させることを強調しています。このメカニズムは、ターゲット誘起アプ
タマーのコンフォメーション変化を伴い、金ナノ粒子の凝集と可視的な色の変化を引
き起こし、特にリソースの限られた環境でのポイントオブケアにおける病原体検出を

可能にします。

公開日 2026年07月17日  Lidsen  国際



詳細

主要成果

2026年7月17日にLidsen誌で発表された研究論文は、食品の迅速検出に用いられるアプ
タマーベースの金ナノ粒子比色アッセイの最新進歩について詳細に議論しています。こ
の革新的なアプローチは、アプタマーをバイオ認識要素として、金ナノ粒子を視覚的な
検出ラベルとして活用することで、特にラテラルフローアッセイ（LFA）の性能を劇的
に向上させ、病原体や汚染物質のオンサイト検出を可能にしています。

技術・臨床詳細

この比色アッセイの核となるメカニズムは、ターゲット分子が存在することでアプタマ
ーの立体構造が変化し、これに連動して金ナノ粒子（AuNPs）が凝集する現象を利用し
ています。AuNPsは、凝集すると色が赤から青へと変化するため、視覚的にターゲット
の存在を判断できます。アプタマーは、特定のターゲット分子（例：食品中の病原菌、
アレルゲン、毒素）に高い特異性で結合するように設計された合成核酸分子であり、抗
体に代わる優れた認識素子として機能します。AuNPsとの組み合わせにより、高い感度
と迅速な応答時間を実現し、サンプル前処理の簡素化にも貢献します。この技術は、特
にリソースが限られた環境や、専門的な設備が不足している現場でのポイントオブケア
（POCT）検出において、その有用性が強調されています。

背景・業界文脈

食品安全は、公衆衛生と経済に直結する世界的な課題であり、食品由来の病原体や汚染
物質の迅速かつ正確な検出が喫緊に求められています。従来のラボベースの検出方法
は、時間がかかり、複雑な手順と高価な装置を必要とすることが多く、現場でのリアル
タイムモニタリングには不向きでした。アプタマーと金ナノ粒子を用いた比色アッセイ
は、このギャップを埋める有望なソリューションとして登場しました。特に、開発途上
国や食品生産現場における迅速な品質管理と安全確保において、その実用性が期待され
ています。



今後の展望

アプタマーベースの金ナノ粒子比色アッセイ技術は、今後さらに進化し、検出可能なタ
ーゲットの範囲が拡大すると予想されます。複数のアプタマーを同時に用いることで、
多様な病原体や汚染物質を一度に検出できる多項目同時検出システムへの発展も期待さ
れます。また、スマートフォンと連携した画像解析技術や、AIによるデータ解釈の導入
により、検出の客観性と精度がさらに向上するでしょう。これにより、食品サプライチ
ェーン全体における安全管理が強化され、消費者への安心・安全な食品供給に大きく貢
献する新たな時代の到来を告げる技術となることが期待されます。

元記事: https://www.lidsen.com/journals/rpm/rpm-08-03-005/rpm.2603005.pdf

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.lidsen.com/journals/rpm/rpm-08-03-005/rpm.2603005.pdf


#28 Dexcom、FDAのTEMPOパイロットプログラムに最
初の参加企業として選定、AI駆動型G7/Stelo統合プログラ
ムで前糖尿病・2型糖尿病の早期介入を推進

概要

Dexcomは、慢性疾患管理のためのデジタルヘルス技術を評価するFDAのTEMPO

（Technology-Enabled Meaningful Patient Outcomes）パイロットプログラムに最初の
参加企業として選定されました。同社はこのプログラムを通じて、G7およびSteloデバ
イスからのグルコースデータに加え、栄養、身体活動、睡眠、ストレスなどの広範な

コンテキスト情報を統合したAI駆動型グルコースヘルスプログラムを展開します。こ
れにより、前糖尿病および2型糖尿病患者に対する早期介入戦略を強化し、患者と医療
提供者に包括的な代謝健康情報を提供することで、個別化されたケアと健康アウトカ

ムの改善を目指します。この選定は、リアルワールドエビデンス生成へのFDAの新た
なアプローチを示すものです。

公開日 2026年07月22日  Business Wire (via Dexcom Investor Relations)  アメリカ



詳細

主要成果

Dexcomは、米国食品医薬品局（FDA）が主導する革新的なTEMPO（Technology-

Enabled Meaningful Patient Outcomes）デジタルヘルスデバイスパイロットプログラム
の最初の参加企業として選定されました。この画期的なプログラムを通じて、Dexcom

は同社のG7およびStelo持続的グルコースモニタリング（CGM）デバイスからのデータ
と、患者の生活習慣に関するコンテキスト情報（栄養、身体活動、睡眠、ストレスな
ど）を統合したAI駆動型グルコースヘルスプログラムを展開します。この取り組みは、
前糖尿病および2型糖尿病の早期介入と管理に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

TEMPOプログラムの目的: FDAのTEMPOパイロットプログラムは、デジタルヘルス
技術の迅速な評価と、慢性疾患管理におけるリアルワールドエビデンスの生成を目的
としています。これにより、承認プロセスが加速され、より効果的なデバイスが早期
に患者に届けられることが期待されます。

AI駆動型グルコースヘルスプログラム: Dexcomの提案するプログラムは、G7および
Stelo CGMデバイスから収集される正確なグルコースデータと、ユーザーが入力する
ライフスタイルデータを組み合わせます。AIアルゴリズムがこれらの膨大なデータを
解析し、個々の患者の代謝プロファイルとリスク要因を特定。これにより、パーソナ
ライズされたインサイトと介入推奨を提供し、医療従事者との協働を支援します。

対象疾患と介入戦略: 特に前糖尿病および2型糖尿病の早期段階に焦点を当て、生活
習慣の改善を促すことで疾患の進行を遅延または防止することを目指します。これに
より、従来の治療法では見逃されがちだった早期の病態変化に対応することが可能に
なります。



背景・業界文脈

デジタルヘルス分野は急速に拡大しており、特に慢性疾患管理におけるウェアラブルデ
バイスやAIの活用が注目されています。FDAのTEMPOプログラムは、このような技術革
新に対応し、厳格な規制プロセスとイノベーションの促進を両立させるための新たな試
みです。DexcomはCGM市場のリーダーとして、このプログラムに選定されたことで、
その技術力と臨床的信頼性が改めて評価された形です。この動きは、デジタルバイオマ
ーカーやリアルワールドデータの重要性が高まるヘルスケア業界のトレンドを反映して
います。

今後の展望

Dexcomは、TEMPOプログラムを通じて得られる知見とエビデンスを基に、AI駆動型グ
ルコースヘルスプログラムのさらなる開発と商業化を進めるでしょう。この成功は、他
のデジタルヘルス企業にとっても、FDAとの連携を通じて革新的なソリューションを市
場に投入するための重要なモデルとなる可能性があります。長期的には、より個別化さ
れ、予防に重点を置いた慢性疾患管理の実現に貢献し、医療コストの削減と患者のQOL

向上に寄与することが期待されます。

元記事: https://investor.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Announced-as-First-Participant-

Selected-for-FDAs-TEMPO-Digital-Health-Devices-Pilot-Program/default.aspx

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investor.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Announced-as-First-Participant-Selected-for-FDAs-TEMPO-Digital-Health-Devices-Pilot-Program/default.aspx
https://investor.dexcom.com/news/news-details/2026/Dexcom-Announced-as-First-Participant-Selected-for-FDAs-TEMPO-Digital-Health-Devices-Pilot-Program/default.aspx


#29 Roche、2026年上半期に売上6%増、アルツハイマー
病と結核の新診断薬でCEマーク取得、AI病理診断企業
PathAIを買収合意

概要

Rocheは2026年上半期に恒常為替レートで6%の好調な売上成長を報告し、診断部門は

3%の成長を達成しました。特に、アルツハイマー病診断用のElecsys pTau217と結核診
断用のElecsys IGRA TBという2つの血液検査でCEマークを取得し、欧州市場での提供が
可能になりました。さらに、AI駆動型診断の能力を強化するため、PathAIを買収する

合意を締結しました。この戦略的動きは、中国の医療価格改革による診断部門への影
響を乗り越え、高成長分野への投資を加速するRocheの姿勢を示しています。

公開日 2026年07月23日  Roche (Official Press Release), Fierce Biotech  スイス



詳細

主要成果

Rocheは2026年上半期に、恒常為替レート（CER）ベースで売上が前年比6%増と堅調な
業績を達成しました。診断部門も3%の成長を記録し、特に免疫診断、臨床化学、病理
学、分子ソリューション分野で需要が拡大しました。この期間中、Rocheはアルツハイ
マー病診断用のElecsys pTau217および結核診断用のElecsys IGRA TBという革新的な2つ
の血液検査でCEマークを取得し、欧州市場での商業化に向けた重要なマイルストーンを
達成しました。さらに、AI駆動型診断の能力を大幅に強化するため、病理AI分野の主要
企業であるPathAIを買収する合意を発表しました。

技術・臨床詳細

CEマーク取得製品:

Elecsys pTau217: アルツハイマー病の早期診断を可能にする血液バイオマーカー
検査です。脳脊髄液（CSF）検査に代わる低侵襲な選択肢として、患者の負担を軽
減し、より広範なスクリーニングと早期介入を促進します。

Elecsys IGRA TB: 結核菌感染症の診断を補助する血液検査であり、特に潜在性結
核感染（LTBI）の特定に貢献します。結核の世界的負荷が高い状況において、迅
速かつ正確な診断は公衆衛生上極めて重要です。

PathAI買収: PathAIは、デジタル病理学とAIアルゴリズムを組み合わせることで、が
ん診断の精度と効率を向上させる技術を有しています。この買収により、Rocheは組
織病理学におけるAIの統合を加速し、個別化医療に向けた診断ソリューションを強化
します。

背景・業界文脈

診断市場は、高齢化社会における慢性疾患の増加、個別化医療の進展、そしてデジタル
化の波によって大きな変革期にあります。中国の医療価格改革はRocheの診断部門の成
長を一時的に抑制したものの、同社は高価値診断ソリューションとAI技術への戦略的投
資を通じてこの課題を乗り越えようとしています。特にアルツハイマー病のような神経
変性疾患の早期診断は、有効な治療選択肢が限られている現状において、治療介入の窓
を広げる上で不可欠です。結核診断の進展もまた、グローバルヘルス課題への貢献とし
て重要です。



今後の展望

Rocheは、Elecsys pTau217およびElecsys IGRA TBのCEマーク取得により、欧州市場での
プレゼンスを強化し、診断部門の成長をさらに牽引するでしょう。PathAIの買収は、同
社のAI診断プラットフォームの能力を飛躍的に向上させ、デジタル病理学におけるリー
ダーシップを確立することに貢献します。これらの戦略的投資は、Rocheが診断分野に
おけるイノベーションの最前線に立ち続け、より迅速で正確な診断ソリューションを通
じて患者アウトカムを改善するという長期的なコミットメントを示すものです。

元記事: https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-07-23

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-07-23


#30 UTサウスウェスタン、小児重度脳疾患GPT2欠損症の
原因解明と早期介入に繋がるαKG追跡バイオセンサーを開
発、Science誌に発表

概要

UTサウスウェスタン大学のChildren's Medical Center Research Instituteの研究者らが、

小児の重度脳疾患であるGPT2欠損症の病態解明に繋がる、重要な代謝産物アルファケ
トグルタル酸（αKG）を追跡する新しいバイオセンサーを開発しました。Science誌に
発表されたこの研究は、GPT2欠損症がDNAの巻き戻しや脳発達における遺伝子活性化

に不可欠なαKGの産生と輸送に影響を与えることで、乳児に重度の神経障害を引き起
こすメカニズムを明らかにしました。この画期的な発見は、出生時にαKGを補給する
ことで疾患の進行を遅らせる可能性を示唆しており、将来的な治療戦略の確立に貢献

すると期待されます。

公開日 2026年07月16日  UT Southwestern Medical Center  アメリカ



詳細

主要成果

UTサウスウェスタン大学のChildren's Medical Center Research Instituteの研究チーム
は、小児の重度脳疾患であるGPT2欠損症の根本原因を解明し、その病態生理における
重要な代謝産物であるアルファケトグルタル酸（αKG）を特異的に追跡できる新しいバ
イオセンサーを開発しました。Science誌に発表されたこの研究は、αKGがDNAの巻き戻
しと脳発達における遺伝子活性化に不可欠であることを明らかにし、GPT2欠損症がαKG

の産生と輸送を阻害することで乳児に神経障害を引き起こすというメカニズムを提示し
ました。さらに、この発見は、出生時にαKGを補給することで疾患の進行を遅らせると
いう新たな介入戦略の可能性を示唆しています。

技術・臨床詳細

αKGバイオセンサー: 開発されたバイオセンサーは、生体内のαKGレベルをリアルタ
イムかつ高感度に検出できるよう設計されています。これにより、αKG代謝異常が関
与する疾患の診断や、治療介入の効果モニタリングが可能になります。

GPT2欠損症のメカニズム解明: GPT2遺伝子（グルタミン酸ピルビン酸トランスアミ
ナーゼ2）は、αKGの細胞内産生と輸送に関与しています。この遺伝子の欠損がαKG
の利用可能性を低下させ、特に脳発達に必要な遺伝子の適切な活性化を妨げ、結果と
して重度の神経障害を引き起こすことが実験的に示されました。

治療的示唆: 研究では、疾患モデルにおいて出生直後にαKGを補給することで、神経
症状の進行が有意に遅延する可能性が示されました。これは、早期診断と早期介入が
治療成績を大きく改善する可能性を秘めていることを意味します。

背景・業界文脈

小児の稀少神経疾患は、診断が困難で有効な治療法が限られていることが多く、患者と
その家族にとって大きな負担となっています。特に、代謝経路の異常が原因となる疾患
では、疾患特異的なバイオマーカーの特定とそれを検出するツールの開発が、診断の迅
速化と治療法の探索に不可欠です。本研究は、バイオセンサー技術と基礎科学研究を組
み合わせることで、これまで不明であった疾患の分子メカニズムを解明し、具体的な治
療戦略への道筋を示した点で極めて重要です。



今後の展望

今後、このαKGバイオセンサーは、GPT2欠損症を含む他のαKG代謝異常症の診断ツール
として臨床応用が期待されます。また、早期介入としてのαKG補給療法の有効性と安全
性について、さらなる前臨床試験および臨床試験が実施されることになるでしょう。こ
のアプローチが確立されれば、他の代謝性脳疾患にも同様の診断・治療戦略が適用でき
る可能性があり、小児神経疾患分野における新たな治療パラダイムの創出に貢献すると
考えられます。

元記事: https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/biosensor-childhood-brain-

disorder.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/biosensor-childhood-brain-disorder.html
https://www.utsouthwestern.edu/newsroom/articles/year-2026/biosensor-childhood-brain-disorder.html


#31 Roche、ADLM 2026でAXELIOS 1次世代シーケンシ
ングとcobas® Mass Specを発表、臨床検査室の人員・ワ
ークフロー課題解決へ

概要

Rocheは、ADLM 2026 Scientific Meeting & Clinical Lab Expoにおいて、臨床検査室が

直面する人員不足や複雑なワークフローの課題に対応するため、統合診断ソリューシ
ョンを展示しました。展示のハイライトは、高精度検査へのアクセスを拡大する新し
いAXELIOS 1次世代シーケンシングプラットフォームと、効率的な質量分析検査を可能

にするcobas® Mass Specソリューションです。加えて、迅速なトリアージと運用効率
改善のための堅牢なポイントオブケアエコシステムも紹介され、これらの技術はラボ
の自動化と運用効率の向上を通じて、診断の未来を形作ることが期待されます。

公開日 2026年07月22日  PR Newswire (via Roche)  スイス



詳細

主要成果

Rocheは、ADLM (Association for Diagnostics & Laboratory Medicine) 2026 Scientific

Meeting & Clinical Lab Expoにおいて、臨床検査室が直面する人員不足や複雑なワーク
フローといった喫緊の課題に対処するための、インテリジェントな統合診断ソリューシ
ョンと高精度機器を大々的に展示しました。この展示の目玉は、革新的なAXELIOS 1次
世代シーケンシングプラットフォームと、堅牢なcobas® Mass Specソリューションの
発表であり、これらは高精度検査のアクセス拡大とラボワークフローの自動化、運用効
率の劇的な向上を目的としています。これらの製品は、診断の精度と速度を向上させ、
医療提供者がより迅速かつ効果的な意思決定を行えるよう支援します。

技術・臨床詳細

AXELIOS 1次世代シーケンシングプラットフォーム: この新しいプラットフォーム
は、遺伝子シーケンシング技術を臨床検査室向けに最適化し、これまで専門的な施設
でしか行えなかった高度な遺伝子解析を高精度かつ効率的に実施できるようにしま
す。これにより、個別化医療の進展に必要な遺伝子診断の普及が加速されます。

cobas® Mass Specソリューション: 質量分析技術は、生体サンプル中の特定の分子
を非常に高感度かつ特異的に検出できるため、薬物モニタリング、内分泌検査、中毒
性スクリーニングなど幅広い臨床応用が可能です。cobas® Mass Specは、この技術
をさらに自動化・統合することで、検査室の生産性を向上させるとともに、標準化さ
れた高品質な結果を提供します。

ポイントオブケア（POC）エコシステム: Rocheは、病院内や遠隔地での迅速な診断
を可能にする堅牢なPOC検査デバイスとその統合システムも紹介しました。これによ
り、タイムクリティカルな状況での迅速なトリアージや、限られたリソース下での効
率的な検査が可能となり、患者ケアの質を向上させます。



背景・業界文脈

世界的に臨床検査技師の人員不足が深刻化し、同時に検査需要が増加している現代にお
いて、検査室の自動化と効率化は不可欠です。Rocheのような診断業界のリーダーは、
AI、ロボティクス、高度な分析技術を統合したソリューションを提供することで、これ
らの課題に対応しようとしています。特に、次世代シーケンシングや質量分析といった
専門性の高い技術をより多くの検査室で利用可能にすることは、個別化医療の浸透と診
断分野全体の底上げに貢献します。ADLMのような主要な国際会議は、これらの最新技
術が発表され、業界の方向性が示される重要な場となっています。

今後の展望

AXELIOS 1とcobas® Mass Specソリューションの導入は、Rocheが診断市場における革
新とリーダーシップを維持するための重要なステップです。これらの技術は、臨床検査
室の業務負荷を軽減し、診断のターンアラウンドタイムを短縮することで、患者ケアの
迅速化と最適化に大きく貢献するでしょう。将来的には、これらの統合プラットフォー
ムがさらに発展し、複雑な診断パスウェイを自動化・簡素化することで、より多くの医
療機関で高度な診断サービスが提供されるようになり、最終的には個別化された精密医
療の普及を加速させることが期待されます。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/roche-showcases-intelligent-lab-solutions-and-

high-precision-instruments-at-adlm-2026-to-help-laboratories-address-workforce-and-workflow-

challenges-302302196.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/roche-showcases-intelligent-lab-solutions-and-high-precision-instruments-at-adlm-2026-to-help-laboratories-address-workforce-and-workflow-challenges-302302196.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/roche-showcases-intelligent-lab-solutions-and-high-precision-instruments-at-adlm-2026-to-help-laboratories-address-workforce-and-workflow-challenges-302302196.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/roche-showcases-intelligent-lab-solutions-and-high-precision-instruments-at-adlm-2026-to-help-laboratories-address-workforce-and-workflow-challenges-302302196.html


#32 キトサンハイドロゲルとカルボキシル化カーボンナノ
チューブを統合、高安定・高感度な赤血球膜バイオセンサ
ーが有機リン系農薬検出で実用性示す

概要

研究者らは、キトサンハイドロゲルを用いてバイオセンサーの赤血球膜を安定化さ

せ、その選択性と安定性を大幅に向上させる新しいバイオベース戦略を開発しまし
た。このプラットフォームにカルボキシル化された多層カーボンナノチューブを組み
込むことで、バイオセンサーは電気伝導性を改善し、7日間の連続試験後も初期電気化

学的応答の85.8%という高い安定性を示しました。本バイオセンサーは、実際の農業サ
ンプル中の有機リン系農薬の検出に成功し、食品安全および環境モニタリングにおけ
る迅速かつ高感度な検出ツールとしての実用性を示しています。

公開日 2026年07月24日  Mirage News  国際



詳細

主要成果

画期的な研究において、科学者たちはキトサンハイドロゲルを利用してバイオセンサー
における赤血球膜の安定性を飛躍的に高める、新しいバイオベース戦略を開発しまし
た。この技術は、バイオセンサーの選択性と安定性を向上させるだけでなく、カルボキ
シル化された多層カーボンナノチューブ（MWCNT）を組み込むことで電気伝導度も改
善しています。実証実験では、この新開発バイオセンサーが7日間の連続使用後も初期
電気化学的応答の85.8%を維持するという卓越した安定性を示しました。この高安定
性・高感度プラットフォームは、実際の農業サンプル中の有機リン系農薬を効果的に検
出することに成功し、食品安全および環境モニタリング分野への重要な応用可能性を提
示しています。

技術・臨床詳細

キトサンハイドロゲルの役割: キトサンハイドロゲルは、生体適合性に優れ、赤血球
膜を効果的に固定し保護する三次元構造を提供します。これにより、従来のバイオセ
ンサーが抱えていた生体認識要素の不安定性という課題が克服され、センサーの長期
的な信頼性が向上しました。

カルボキシル化MWCNTの統合: カルボキシル化された多層カーボンナノチューブ
は、その高い導電性と大きな表面積により、信号伝達を促進し、バイオセンサーの検
出感度を大幅に向上させます。カルボキシル基は、生体分子との結合サイトを増や
し、特異的認識能力を強化します。

優れた安定性: 7日間にわたる連続試験後も、初期応答の85.8%を維持したという結果
は、このバイオセンサーが実環境での長期的な使用に耐えうる高い耐久性を持つこと
を示しており、特に現場での継続的なモニタリングに非常に有利です。

有機リン系農薬の検出: このプラットフォームは、農業分野で広く使用されている有
機リン系農薬の検出に成功しました。これは、食品中の残留農薬や水源の汚染を迅速
かつ正確に検出するための強力なツールとなり、公衆衛生と環境保護に大きく貢献し
ます。



背景・業界文脈

現代社会において、食品の安全性と環境の質は、公衆衛生と持続可能性の観点から極め
て重要な課題です。特に、農薬や抗生物質といった化学物質の残留は、健康リスクや生
態系への悪影響が懸念されています。現在の検出方法は時間とコストがかかることが多
く、現場での迅速なスクリーニングツールが求められています。本研究で開発されたよ
うな高安定性・高感度のバイオセンサーは、これらの課題に対応し、リアルタイムでの
モニタリングを可能にすることで、汚染の早期発見と迅速な対応を支援するものです。

今後の展望

このキトサンハイドロゲルベースの赤血球センサー技術は、食品安全、環境モニタリン
グ、さらには臨床診断といった広範な分野での応用が期待されます。特に、ウェアラブ
ルセンサーやIoTデバイスへの統合により、リアルタイムで継続的なモニタリングが可
能になることで、個人の健康管理から大規模な環境監視まで、多岐にわたる社会課題の
解決に貢献するでしょう。将来的には、このプラットフォームが他の毒素や病原体の検
出にも拡張され、より安全で健康的な社会の実現に不可欠な技術となることが期待され
ます。

元記事: https://www.miragenews.com/chitosan-hydrogel-boosts-red-blood-cell-sensors-1250567/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/chitosan-hydrogel-boosts-red-blood-cell-sensors-1250567/


#33 Premier Food Safety Conference 2026、リアルタイ
ム汚染物質検出に向けた先進バイオセンサーとポータブル
現場検査技術を主軸に食品安全の新時代を議論

概要

Premier Food Safety Conference 2026では、食品安全における迅速な検出方法が主要な

議題として取り上げられ、リアルタイムで汚染物質や病原体を特定するための高度な
バイオセンサー、分子技術、イムノアッセイ、および現場検査用ポータブルデバイス
に焦点が当てられました。これらの革新的な方法は、食中毒の発生を効果的に防ぐ上

で不可欠であり、タイムリーで正確な結果を提供することで食品安全基準を大幅に向
上させることが強調されました。会議は、食品産業が直面する課題に対処し、消費者
の信頼を保護するための技術的ソリューションの重要性を示唆しています。

公開日 2026年07月20日  Food Science Conferences  国際



詳細

主要成果

Premier Food Safety Conference 2026は、食品安全分野における最新の技術革新と戦略
に焦点を当て、特にリアルタイム検出を可能にする迅速な検出方法の重要性を強調しま
した。会議では、高度なバイオセンサー技術、分子技術、イムノアッセイ、および現場
での使用に適したポータブルデバイスが、食品中の汚染物質や病原体を迅速かつ正確に
特定するための主要なツールとして議論されました。これらの技術は、食中毒の発生を
未然に防ぎ、食品サプライチェーン全体の安全性を向上させる上で不可欠な要素である
と結論付けられました。

技術・臨床詳細

高度なバイオセンサー: 会議では、微生物、毒素、化学残留物など、さまざまな食品
汚染物質を特異的に検出できる次世代バイオセンサーの進展が紹介されました。これ
らのセンサーは、高い感度と選択性を持ち、従来の検査方法よりも迅速な結果を提供
します。

分子技術とイムノアッセイ: PCRベースの病原体検出システムやELISA（酵素結合免疫
吸着測定法）などのイムノアッセイは、食品中の特定のタンパク質や核酸を高感度で
検出するために不可欠です。これらの技術は、複雑な食品マトリックスからのターゲ
ット分離と検出を効率化します。

ポータブル現場検査デバイス: 検査室レベルの精度を現場で実現するポータブルデバ
イスは、農場、加工工場、レストランなどでリアルタイムに検査を実施することを可
能にします。これにより、汚染の発生源を迅速に特定し、広範囲への拡大を防ぐこと
ができます。

リアルタイムモニタリングの重要性: これらの迅速な検出方法は、食品のライフサイ
クル全体にわたって継続的なモニタリングを可能にし、潜在的なリスクを早期に特定
することで、食品リコールや公衆衛生上の危機を最小限に抑えます。



背景・業界文脈

世界的な食品サプライチェーンの複雑化と消費者意識の高まりにより、食品安全はかつ
てないほど重要になっています。食品媒介疾患の発生は、公衆衛生上の脅威であるだけ
でなく、企業のブランドイメージや経済に甚大な影響を与えます。このような背景か
ら、食品産業は、より効率的で信頼性の高い食品安全管理システムへの投資を加速して
います。バイオセンサーや関連技術は、このニーズに応えるための鍵となるソリューシ
ョンであり、国際会議を通じてその最新動向が共有されることは、業界全体の進歩を促
進します。

今後の展望

Premier Food Safety Conference 2026で強調された技術は、食品安全管理のパラダイム
シフトを推進するものです。将来的には、これらの迅速な検出方法がより広く採用さ
れ、AIやIoTと統合されることで、完全に自動化されたリアルタイムの食品安全モニタ
リングシステムが実現するでしょう。これにより、食品の生産から消費までのトレーサ
ビリティが強化され、消費者はより安全な食品を享受できるようになります。また、各
国政府の規制当局も、これらの技術を活用することで、食品安全基準の遵守をより効果
的に監督できるようになることが期待されます。

元記事: https://foodscienceconferences.com/2026

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://foodscienceconferences.com/2026


#34 Trinity Biotech、Latch Medicalと提携しCGM+ウェ
アラブルAIバイオセンサーと皮内送達技術を融合、糖尿
病・肥満向け精密薬物送達を共同開発

概要

Trinity BiotechはLatch Medicalとの戦略的提携を発表し、Trinity BiotechのAIネイティブ

CGM+ウェアラブルバイオセンサープラットフォームとLatch Medicalの皮内薬物送達
技術を統合することで合意しました。この提携は、リアルタイムの代謝データに基づ
いて薬物送達を最適化する精密治療ソリューションの開発を目的としており、糖尿

病、肥満、およびその他の代謝性疾患の患者に対して、よりパーソナライズされた応
答性の高い治療アプローチを提供することを目指します。これにより、治療効果の最
大化と患者のQOL向上が期待され、精密医療の新時代を切り開く可能性があります。

公開日 2026年07月22日  GlobeNewswire (via Trinity Biotech plc)  アイルランド



詳細

主要成果

Trinity Biotechは、Latch Medicalとの戦略的提携を発表し、AIネイティブのCGM+ウェア
ラブルバイオセンサープラットフォームとLatch Medicalの革新的な皮内薬物送達技術を
融合することで合意しました。この提携の目的は、リアルタイムの代謝データを活用し
て薬物送達を最適化する精密治療ソリューションを共同開発することです。この画期的
なアプローチは、糖尿病、肥満、およびその他の代謝性疾患に対する治療法を根本的に
変革し、患者一人ひとりに合わせた、より応答性の高い治療プロトコルの可能性を切り
開くものです。

技術・臨床詳細

CGM+ウェアラブルバイオセンサープラットフォーム: Trinity BiotechのCGM+プラッ
トフォームは、持続的グルコースモニタリング（CGM）の能力を超え、多様な代謝
バイオマーカーをリアルタイムで非侵襲的に測定できるAIネイティブのウェアラブル
デバイスです。これにより、患者の生理学的状態に関する包括的なデータが継続的に
収集されます。

Latch Medicalの皮内薬物送達技術: Latch Medicalの技術は、薬剤を皮膚の特定の深
さ（皮内）に正確かつ効率的に送達することを可能にします。これにより、経口薬や
従来の注射に比べて、より安定した薬物動態プロファイルと、より低い用量での効果
的な治療が期待されます。

精密薬物送達ソリューション: 両社の技術統合により、CGM+バイオセンサーがリア
ルタイムで収集した代謝データ（例：血糖値、ケトン体など）に基づいて、必要な薬
剤の量とタイミングを自動的に調整し、皮内送達システムを通じて精密に投与するこ
とが可能になります。これにより、過剰投与や不足投与のリスクを最小限に抑え、治
療効果を最大化できます。



背景・業界文脈

糖尿病や肥満などの代謝性疾患は、世界中で患者数が増加しており、複雑な管理を必要
とします。現在の治療法では、患者の個々の状態変化にリアルタイムで対応することが
困難であり、最適な血糖コントロールや体重管理を達成することが挑戦的です。精密医
療の進展に伴い、個別化された治療アプローチへの需要が高まっており、ウェアラブル
センサーとスマートな薬物送達システムを組み合わせることは、このニーズに応えるた
めの有望な戦略です。この提携は、このようなイノベーションの最前線に位置付けられ
ます。

今後の展望

Trinity BiotechとLatch Medicalの提携は、糖尿病、肥満、およびその他の代謝性疾患の
治療において、新たな標準を確立する可能性を秘めています。共同開発される精密薬物
送達ソリューションは、患者の日常生活における負担を軽減し、治療遵守率を向上させ
るとともに、治療効果を飛躍的に高めることが期待されます。将来的には、この技術が
心血管疾患や他の慢性疾患の管理にも拡張され、パーソナライズされたデジタルヘルス
ケアの普及に大きく貢献することで、医療システム全体の効率化と患者アウトカムの改
善に寄与するでしょう。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3358981/0/en/Trinity-Biotech-

Partners-with-Latch-Medical-to-Advance-Biosensor-Guided-Precision-Drug-Delivery-Solutions-Using-

CGM-Technology.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3358981/0/en/Trinity-Biotech-Partners-with-Latch-Medical-to-Advance-Biosensor-Guided-Precision-Drug-Delivery-Solutions-Using-CGM-Technology.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3358981/0/en/Trinity-Biotech-Partners-with-Latch-Medical-to-Advance-Biosensor-Guided-Precision-Drug-Delivery-Solutions-Using-CGM-Technology.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/22/3358981/0/en/Trinity-Biotech-Partners-with-Latch-Medical-to-Advance-Biosensor-Guided-Precision-Drug-Delivery-Solutions-Using-CGM-Technology.html


#35 Xsensio、ウェアラブル『Lab-on-Skin®』プラット
フォームで複数の生体指標を連続モニタリング、パーソナ
ライズドヘルスケア推進で主要マイルストーン達成

概要

ウェアラブルヘルスモニタリング企業Xsensioは2026年に重要なマイルストーンを達成

し、センサー統合の強化と連続モニタリングデバイスの性能向上に向けた協業を進め
ました。同社のCEOはLSX Europeに参加し、複数の生体指標を同時にモニタリングす
る独自の「Lab-on-Skin®」プラットフォームを推進し、パーソナライズされたデータ

駆動型ヘルスケアの未来における連続ヘルスモニタリング技術の役割について議論し
ました。この進展は、予防医療と個別化された健康管理の分野におけるXsensioのリー
ダーシップを確立するものです。

公開日 2026年07月16日  Propel(x)  スイス



詳細

主要成果

ウェアラブルヘルスモニタリングのパイオニアであるXsensioは、2026年に複数の重要
なマイルストーンを達成し、その最先端技術である「Lab-on-Skin®」プラットフォーム
の能力をさらに強化しました。これらの成果には、センサー統合の改善と、連続モニタ
リングデバイスの全体的な性能向上が含まれ、業界をリードする協業を通じて達成され
ました。XsensioのCEOはLSX Europe会議に参加し、パーソナライズされたデータ駆動型
ヘルスケアの未来における連続ヘルスモニタリング技術の不可欠な役割について強調し
ました。これは、消費者が自身の健康データをリアルタイムで理解し、 proactive な健
康管理を行うための新たな道を切り開くものです。

技術・臨床詳細

Lab-on-Skin®プラットフォーム: Xsensioの「Lab-on-Skin®」は、皮膚に直接装着さ
れる小型で柔軟なパッチ型デバイスであり、汗などの体液から複数の生体指標（例：
グルコース、乳酸、電解質、コルチゾールなど）を非侵襲的かつ連続的にリアルタイ
ムで測定します。このプラットフォームは、極めて高い感度と選択性を持ち、従来の
血液検査に代わる画期的な選択肢を提供します。

センサー統合の強化: 最新の技術進展により、Xsensioは異なる種類のセンサーを単一
の「Lab-on-Skin®」デバイスにシームレスに統合する能力を向上させました。これ
により、より広範な生理学的データを同時に収集し、ユーザーの健康状態に関するよ
り包括的な洞察を提供することが可能になりました。

連続モニタリング性能の向上: デバイスのバッテリー寿命、データ送信の信頼性、そ
して生体信号の解析アルゴリズムが最適化され、長期間にわたる中断のないデータ収
集と、より正確な健康トレンド分析が可能になりました。



背景・業界文脈

デジタルヘルスおよびウェアラブル技術市場は、予防医療への関心の高まりと、慢性疾
患の自己管理の必要性から急速に成長しています。従来の断続的な健康チェックでは捉
えきれない、日々の微妙な生理学的変化を連続的にモニタリングする技術は、早期疾患
発見、個別化された栄養・運動指導、ストレス管理などにおいて大きな潜在能力を秘め
ています。Xsensioのような企業は、このようなニーズに応えるため、革新的なバイオ
センサーソリューションを開発し、医療従事者と一般消費者の両方に価値を提供してい
ます。

今後の展望

Xsensioが達成したマイルストーンは、「Lab-on-Skin®」プラットフォームの商業化と
幅広い応用に向けて重要な一歩となります。今後、同社は臨床検証をさらに進め、医療
デバイスとしての承認取得を目指すとともに、消費者向け市場での展開も視野に入れて
います。この技術が広く普及すれば、病院での診断や検査の頻度を減らしつつ、個人の
健康状態をより詳細に把握できるようになり、医療費の削減と健康寿命の延伸に貢献す
ることが期待されます。また、AIとの連携を深めることで、予測医療の精度もさらに向
上するでしょう。

元記事: https://www.propelx.com/news/xsensio-advances-wearable-health-monitoring-with-key-

milestones-in-2026

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.propelx.com/news/xsensio-advances-wearable-health-monitoring-with-key-milestones-in-2026
https://www.propelx.com/news/xsensio-advances-wearable-health-monitoring-with-key-milestones-in-2026


#36 オランダ病院の試験でSmartqareのウェアラブルモニ
ター『Viqtor』が患者手動チェックを63%削減、看護スタ
ッフの負担を大幅軽減

概要

オランダの病院で行われた試験で、Smartqare社が開発したウェアラブルモニター

「Viqtor」が、患者の手動チェック回数を63%削減するという顕著な成果を達成しまし
た。このデバイスは、特定の病状の診断を目的とするものではなく、患者のバイタル
サインを継続的にモニタリングすることで、看護スタッフの定期的な巡回による負担

を大幅に軽減することを意図しています。この研究結果は、医療現場における効率向
上と人員リソースの最適化にウェアラブル技術が貢献する可能性を示唆しており、費
用対効果のさらなる評価が待たれます。

公開日 2026年07月23日  Euractiv  オランダ



詳細

主要成果

オランダの病院で実施された画期的な試験において、Smartqare社が開発した革新的な
ウェアラブルモニター「Viqtor」が、患者に対する手動でのバイタルサインチェックの
回数を63%削減するという目覚ましい成果を達成しました。この成果は、医療従事者、
特に看護スタッフの業務負担を大幅に軽減し、より効率的な患者ケア体制を構築する可
能性を示しています。Viqtorは特定の疾患診断を目的とするものではありませんが、患
者の継続的な生理学的モニタリングを通じて、異常の早期発見と迅速な介入を支援しま
す。

技術・臨床詳細

Viqtorウェアラブルモニター: SmartqareのViqtorは、患者の皮膚に装着される小型で
非侵襲的なデバイスであり、心拍数、呼吸数、体温などの重要なバイタルサインをリ
アルタイムで継続的に測定します。このデータはワイヤレスで医療システムに送信さ
れ、看護師や医師が患者の状態を遠隔で監視できるようになります。

手動チェックの削減効果: 試験では、Viqtorの導入により、看護師が通常行う患者の
手動チェック（例: 病室巡回によるバイタル測定）の頻度が63%減少したことが確認
されました。これにより、看護スタッフはより複雑なケアや他の重要な業務に時間を
割くことが可能となり、人員不足に悩む病院にとって大きなメリットとなります。

診断との区別: Viqtorは診断ツールではなく、あくまでモニタリング補助ツールとし
て設計されています。しかし、継続的なデータは患者の状態変化を早期に示唆し、潜
在的な悪化を予測するのに役立ちます。

背景・業界文脈

世界中の医療システムは、高齢化社会の進展と慢性疾患の増加により、増大する患者ケ
アの需要と医療従事者の不足という二重の課題に直面しています。特に看護スタッフの
業務負担は深刻であり、燃え尽き症候群や離職率の高さが問題視されています。このよ
うな背景から、ウェアラブル技術やデジタルヘルスソリューションは、医療現場の効率
化と患者ケアの質の向上を実現するための有望な手段として注目されています。本試験
の結果は、これらの技術が実世界の医療現場で具体的な効果を発揮することを示唆する
ものです。



今後の展望

SmartqareのViqtorデバイスの成功は、他の病院や医療機関での導入を加速させる可能
性があります。今後の課題は、この技術の費用対効果をさらに詳細に評価し、大規模な
展開における経済的メリットを明確にすることです。また、データのセキュリティとプ
ライバシー保護も重要な考慮事項となります。将来的には、このようなウェアラブルモ
ニタリングシステムが、病院だけでなく在宅医療や高齢者ケア施設にも普及し、医療の
提供方法を根本から変革し、より持続可能で患者中心のヘルスケアシステムを構築する
上で不可欠な要素となることが期待されます。

元記事: https://www.euractiv.com/section/health-consumers/news/wearable-monitors-cut-manual-

checks-by-63-in-dutch-hospital-trial/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.euractiv.com/section/health-consumers/news/wearable-monitors-cut-manual-checks-by-63-in-dutch-hospital-trial/
https://www.euractiv.com/section/health-consumers/news/wearable-monitors-cut-manual-checks-by-63-in-dutch-hospital-trial/


#37 三菱電機とソニーセミコンダクタ、製造業向けAIビジ
ョンセンサー新合弁会社『Advanced Vision Solutions』
を設立、省人化・無人運転を推進

概要

三菱電機とソニーセミコンダクタソリューションズは、製造業向けAIビジョンセンサ

ーソリューションの開発と提供を目指し、合弁会社「Advanced Vision Solutions Co.,

Ltd.」を2026年10月に設立することで合意しました。この合弁会社は、ソニーの先進
的なイメージセンサー技術とエッジAI処理能力を、三菱電機の強みであるFA（ファク

トリーオートメーション）制御システムの専門知識と統合します。これにより、製造
プロセスの自動化、高精度な意思決定、および効率的な制御を強化し、日本の製造業
における省人化と無人運転の推進に大きく貢献することが期待されます。

公開日 2026年07月22日  Mitsubishi Electric (News Release)  日本



詳細

主要成果

三菱電機株式会社とソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社は、製造業のデジ
タルトランスフォーメーションを加速させるため、AIビジョンセンサーソリューション
に特化した合弁会社「Advanced Vision Solutions Co., Ltd.」を設立することで正式に合
意しました。2026年10月の事業開始を目指すこの新会社は、ソニーが有する世界トップ
レベルのイメージセンサー技術と先進的なエッジAI処理能力を、三菱電機の長年にわた
るFA（ファクトリーオートメーション）制御システムの専門知識と緊密に連携させま
す。この戦略的提携は、製造現場における自動化レベルを劇的に向上させ、高精度なリ
アルタイム意思決定と効率的なプロセス制御を実現することで、日本の製造業の省人化
および無人運転への移行を強力に推進します。

技術・臨床詳細

ソニーのイメージセンサーとエッジAI: ソニーのイメージセンサーは、その高解像
度、高感度、高速読み出し能力で知られており、製造現場の複雑な状況を詳細に捉え
ることができます。これに、エッジAI（デバイス上で直接AI処理を行う技術）が組み
合わせられることで、クラウドへのデータ転送負荷を軽減しつつ、リアルタイムでの
画像解析と異常検知、品質管理が可能になります。

三菱電機のFA制御システム: 三菱電機は、長年にわたり製造現場の自動化を支えるFA

制御システム（PLC、ロボット、サーボなど）の分野で豊富な実績と技術を有してい
ます。合弁会社は、ソニーのビジョンセンサーとAIのインテリジェンスを、三菱電機
の既存の制御システムにシームレスに統合し、カメラが捉えた情報を基に機械やロボ
ットが自律的に判断し、動作する「視覚を持ったFA」を実現します。

ソリューションの適用分野: このAIビジョンセンサーソリューションは、部品の精密
検査、組立ラインでの位置決め、ロボットのピッキング作業、製品の欠陥検出、設備
監視など、製造プロセスの多岐にわたる工程で活用されます。これにより、人間の目
では見逃しやすい微細な異常も自動で検出し、生産品質の向上と不良率の削減に貢献
します。



背景・業界文脈

日本の製造業は、少子高齢化による労働力不足、グローバル競争の激化、生産性の向上
という大きな課題に直面しています。これらを解決する鍵として、AIとIoTを活用した
スマートファクトリー化、特にビジョンセンサーによる自動化とインテリジェンス化が
強く求められています。三菱電機とソニーという異なる分野のリーディングカンパニー
が手を組むことで、それぞれの強みを活かし、製造業の進化を加速させる画期的なソリ
ューションが生まれることが期待されています。これは、製造業全体のデジタルトラン
スフォーメーションを牽引する重要な動きです。

今後の展望

「Advanced Vision Solutions Co., Ltd.」の設立は、製造業におけるAIとビジョンセンサ
ー技術の応用を新たなレベルへと引き上げます。今後、同社は製造業顧客との緊密な連
携を通じて、顧客の具体的な課題解決に特化したソリューションを開発し、市場でのリ
ーダーシップを確立することを目指すでしょう。将来的には、この技術が製造業だけで
なく、物流、インフラ監視、さらにはロボティクス全般など、幅広い分野での応用へと
発展し、社会全体のDX（デジタルトランスフォーメーション）と持続可能な発展に貢
献することが期待されます。この合弁事業は、日本の技術革新力を世界に示すものとな
るでしょう。

元記事: https://www.mitsubishielectric.com/newsroom/2026/0722-e.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mitsubishielectric.com/newsroom/2026/0722-e.html


#38 Samsung、Galaxy Unpacked 2026でAIウェアラブル
とQualcomm Snapdragon連携の「コネクテッドケア」発
表、バイオシグナルインテリジェンスで予防・個別化ヘル
スケアを推進

概要

Samsungは、Galaxy Unpacked July 2026イベントで、健康イノベーションとパートナ
ーシップを基盤とした、予防的でパーソナライズされたコネクテッドなデジタルヘル
スの未来のビジョンを発表しました。同社は、バイオシグナルインテリジェンス、ウ

ェアラブルAI、および個別化された健康洞察を統合した健康基盤モデルの研究を進め
ており、ウェアラブルデバイスから得られる複雑なバイオシグナルを解釈し、より正

確な予測と継続的な健康管理を目指します。さらにQualcommとの提携も発表され、
新しいGalaxy製品ラインナップにSnapdragonを搭載し、スマートフォン、時計、イン
テリジェントアイウェアでのAI体験を強化します。

公開日 2026年07月23日  Samsung Newsroom  韓国



詳細

主要成果

Samsungは、年次イベント「Galaxy Unpacked July 2026」において、健康イノベーショ
ンと戦略的パートナーシップに裏打ちされた、予防的、パーソナライズド、そしてコネ
クテッドなデジタルヘルスの未来という壮大なビジョンを発表しました。同社の発表の
中心は、バイオシグナルインテリジェンス、ウェアラブルAI、および個人に最適化され
た健康洞察を組み合わせた新しい「健康基盤モデル」に関する研究の推進です。このモ
デルは、多様なウェアラブルデバイスから収集される複雑なバイオシグナルを高度に解
釈し、従来のヘルスケアでは不可能だった、より正確な健康状態の予測と継続的な管理
を実現することを目指します。さらに、Qualcommとのパートナーシップが拡大され、
次世代のGalaxy製品群（スマートフォン、スマートウォッチ、インテリジェントアイウ
ェアなど）にSnapdragonプロセッサを搭載し、AI体験を飛躍的に向上させることが明
らかにされました。

技術・臨床詳細

健康基盤モデル: このモデルは、心拍変動、睡眠パターン、活動量、ストレスレベル
などの複数のバイオシグナルを、高度なAIアルゴリズムを用いてリアルタイムで統
合・分析します。これにより、単一のバイオマーカーでは得られない、個人の総合的
な健康状態に関する深い洞察を提供します。

ウェアラブルAIとバイオシグナルインテリジェンス: Samsungのウェアラブルデバイ
スは、エッジAI機能を搭載し、デバイス上で直接バイオシグナルを処理・解析しま
す。これにより、プライバシーを保護しつつ、データ転送の遅延なくパーソナライズ
されたフィードバックを即座に提供できるようになります。バイオシグナルインテリ
ジェンスは、これらのデータを基に疾患リスクを予測したり、特定の健康状態の変化
をユーザーに警告したりする能力を指します。

Qualcomm Snapdragonとの連携: Snapdragonプロセッサの先進的なAIエンジンと処
理能力は、Samsungのウェアラブルデバイスにおけるバイオシグナル処理とAIモデル
実行を強化します。これにより、より複雑なAIタスクを効率的に実行し、デバイスの
応答性と電力効率を向上させます。



背景・業界文脈

デジタルヘルス市場は、COVID-19パンデミック以降、予防医療と遠隔医療の需要が急
増し、急速な成長を遂げています。消費者は自身の健康管理において、よりパーソナラ
イズされ、 proactive なアプローチを求めており、ウェアラブルデバイスはその中心的
な役割を担っています。Samsungのような大手テクノロジー企業が、AIとバイオセンサ
ー技術を統合した包括的な健康プラットフォームを構築することで、医療機関との連携
を深め、従来の「治療」中心から「予防」中心のヘルスケアへとパラダイムシフトを推
進しようとしています。Qualcommとの協業は、ハードウェアレベルでのAI性能強化が
このビジョン実現に不可欠であることを示しています。

今後の展望

SamsungがGalaxy Unpackedで提示したビジョンは、スマートデバイスが単なる情報ツ
ールではなく、個人の健康の「パーソナルコンパニオン」となる未来を示唆していま
す。今後、同社の健康基盤モデルとQualcommの技術は、より洗練された予防医療サー
ビス、個別化された疾患管理プログラム、そして緊急時の自動アラートシステムへと発
展するでしょう。これにより、慢性疾患の早期発見と管理が向上し、健康寿命の延伸に
貢献するとともに、医療システム全体の効率化とコスト削減が期待されます。スマート
アイウェアなどの新形態デバイスへのAI機能拡張は、次世代のユーザーインターフェー
スとヘルスケア体験を定義する可能性を秘めています。

元記事: https://news.samsung.com/global/galaxy-unpacked-july-2026-samsung-and-partners-envision-

a-connected-care-future-from-first-signal-to-lasting-change

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.samsung.com/global/galaxy-unpacked-july-2026-samsung-and-partners-envision-a-connected-care-future-from-first-signal-to-lasting-change
https://news.samsung.com/global/galaxy-unpacked-july-2026-samsung-and-partners-envision-a-connected-care-future-from-first-signal-to-lasting-change


#39 米国防総省、AI科学普及『Genesis Mission』に2027
会計年度までに13億ドル超を投資、航空・音響・センサー
データ活用で国家安全保障研究を加速

概要

米国防総省は、科学的発見を加速するために人工知能（AI）を活用する国家的な取り

組み「Genesis Mission」との戦略的提携を発表しました。国防総省は、2026会計年度
に2億ドル以上、さらに2027会計年度には13億ドル以上という巨額の資金をこのミッ
ションに投入する予定です。この取り組みは、長年にわたる航空、流体力学、音響、

およびセンサーデータをAIプラットフォームに直接供給し、自動化された設計ルー
プ、意思決定の優位性、および国家安全保障研究における大規模なブレークスルーを
可能にすることを目指しています。

公開日 2026年07月22日  Department of War  アメリカ



詳細

主要成果

米国防総省（Department of War, DoD）は、科学的発見を加速するために人工知能
（AI）を広範に活用する国家的な取り組みである「Genesis Mission」との画期的な提携
を発表しました。この戦略的パートナーシップにより、DoDは2026会計年度に2億ドル
以上、さらに2027会計年度には13億ドル以上という巨額の資金を投入し、科学研究にお
けるAIの普及と応用を強力に推進します。この取り組みは、長年にわたり蓄積されてき
た航空、流体力学、音響、および各種センサーデータをAIプラットフォームに直接統合
することで、自動化された設計ループ、意思決定の優位性、そして国家安全保障研究に
おける未曾有のブレークスルーを可能にすることを目的としています。

技術・臨床詳細

Genesis Missionの目的: Genesis Missionは、AI技術を科学研究のあらゆる段階に適用
し、発見プロセスを加速することを目的とした国家規模のイニシアチブです。これに
は、仮説生成、実験計画、データ解析、理論構築などが含まれます。

DoDのデータ貢献: 国防総省は、膨大な量の実世界データ、特に航空機の性能デー
タ、流体力学的シミュレーションデータ、潜水艦などの音響データ、そして広範囲に
わたる高精度なセンサーデータをGenesis MissionのAIプラットフォームに提供しま
す。これらのデータは、AIモデルの訓練と検証に不可欠なリソースとなります。

AI活用の具体的効果:

自動化された設計ループ: 新しい材料、システム、プロトタイプの設計プロセスを
AIが自動化し、人間による試行錯誤のサイクルを大幅に短縮します。

意思決定の優位性: AIが複雑な状況から迅速に洞察を抽出し、戦術的・戦略的な意
思決定を支援することで、国家安全保障における優位性を確立します。

大規模なブレークスルー: センサーネットワークからのリアルタイムデータとAI解
析を組み合わせることで、これまで不可能だった新たな科学的発見や技術革新が
期待されます。



背景・業界文脈

AIは、軍事、産業、科学などあらゆる分野で戦略的優位性を確立するための鍵と認識さ
れています。特に米国では、中国や他の国々とのAI技術競争が激化する中で、国家安全
保障と科学技術の融合が急務とされています。国防総省がGenesis Missionと提携し、巨
額の投資を行うことは、AIを単なるツールとしてではなく、科学的探求とイノベーショ
ンの根本的な加速器として位置づける政策的な意志の表れです。これは、国防分野にお
けるデータドリブンな意思決定と研究開発の未来を形作る重要な動きとなります。

今後の展望

Genesis Missionと国防総省の提携は、AIを活用した科学的発見の新たな時代の幕開けを
告げるものです。この投資とデータ共有は、AIアルゴリズムの能力を飛躍的に向上さ
せ、航空宇宙、材料科学、サイバーセキュリティ、情報戦など、多岐にわたる国家安全
保障関連分野での画期的な進歩をもたらすでしょう。長期的には、この取り組みが民生
技術にも波及し、科学全体におけるAIの役割を再定義し、将来の技術革新の基盤を築く
ことが期待されます。センサーデータとAIの融合は、未来の技術革新の核となるでしょ
う。

元記事: https://www.defense.gov/News/Releases/Release/Article/3929497/department-of-war-partners-

with-the-genesis-mission-to-proliferate-ai-for-science/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.defense.gov/News/Releases/Release/Article/3929497/department-of-war-partners-with-the-genesis-mission-to-proliferate-ai-for-science/
https://www.defense.gov/News/Releases/Release/Article/3929497/department-of-war-partners-with-the-genesis-mission-to-proliferate-ai-for-science/


#40 UCサンディエゴ、汗からグルコース、ケトン、ビタ
ミンCなど複数バイオマーカーを同時追跡する世界初の完
全統合型スマートリングを開発

概要

カリフォルニア大学サンディエゴ校のエンジニアが、汗からグルコース、ケトン、ビ

タミンC、尿酸、乳酸、アルコールを含む複数のバイオマーカーを、世界で初めて同時
かつ継続的に追跡できる完全統合型スマートリングを発表しました。この画期的なリ
ングは、浸透性ハイドロゲルを用いて汗を受動的に採取し、統合された電気化学セン

サーアレイで多項目を精密に分析します。この技術は、個人のバイオマーカートレン
ドに関する詳細な洞察を提供することで、パーソナライズされた健康モニタリングと
予防医療に新たな可能性を切り開き、従来の侵襲的検査の必要性を減らすことが期待

されます。

公開日 2026年07月23日  UC San Diego Today  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア大学サンディエゴ校（UC San Diego）のエンジニアリングチームは、汗
からグルコース、ケトン、ビタミンC、尿酸、乳酸、アルコールといった複数のバイオ
マーカーを、世界で初めて同時かつ継続的に追跡可能な、完全に統合されたスマートリ
ングを開発したと発表しました。この革新的なウェアラブルデバイスは、指に装着する
だけで、浸透性ハイドロゲルを介して汗を自動的に採取し、内蔵された電気化学センサ
ーアレイによってリアルタイムでこれらの生体情報を分析します。この技術は、個人の
代謝状態や健康トレンドに関する詳細な洞察を提供し、非侵襲的な健康モニタリングと
個別化された予防医療の分野に新たな扉を開きます。

技術・臨床詳細

完全統合型スマートリング: 従来のウェアラブルデバイスは特定のバイオマーカーに
特化しているか、複数のセンサーが別々に機能することが一般的でした。このスマー
トリングは、複数の電気化学センサーを一つの小型フォームファクターに統合するこ
とで、これら複数のバイオマーカーを同時に、かつ正確に測定できる初のデバイスと
なります。

非侵襲的な汗採取と分析: リング内部に組み込まれた浸透性ハイドロゲルは、ユーザ
ーの皮膚から汗を受動的に引き出し、収集します。この汗サンプルは、リング内の微
細な流路を経て、グルコース酸化酵素、乳酸酸化酵素など、各バイオマーカーに特異
的な酵素を組み込んだ電気化学センサーアレイへと導かれ、電気信号の変化を介して
濃度が測定されます。これにより、採血などの侵襲的な方法を避けつつ、高頻度でデ
ータが得られます。

測定可能なバイオマーカー: 現在のプロトタイプでは、血糖値（グルコース）、脂肪
燃焼を示すケトン体、免疫機能に関連するビタミンC、腎機能や代謝に関連する尿
酸、筋肉疲労を示す乳酸、およびアルコール摂取レベルなど、多岐にわたる重要な健
康指標のモニタリングが可能です。



背景・業界文脈

ウェアラブルヘルスモニタリング市場は急速に拡大していますが、その多くは心拍数や
活動量などの基本的な指標に限定されていました。より詳細な生体液ベースのバイオマ
ーカーを非侵襲的に、かつ継続的にモニタリングする技術は、糖尿病管理、代謝性疾患
の早期発見、栄養と運動の最適化、さらにはアルコール摂取のリアルタイム追跡など、
幅広い応用分野で強いニーズがあります。UCサンディエゴのこのブレークスルーは、
従来のウェアラブル技術の限界を超え、よりパーソナライズされた精密医療への道を切
り開くものです。

今後の展望

このスマートリング技術は、個人の健康状態をより詳細に把握し、 proactive な健康管
理を可能にする大きな潜在能力を秘めています。今後は、臨床試験を通じてその精度と
信頼性をさらに検証し、医療機器としての承認を目指すとともに、消費者向け製品とし
ての実用化が期待されます。将来的には、この技術が糖尿病患者の血糖管理、アスリー
トのパフォーマンス最適化、あるいは一般的な健康意識の高い個人のための高度な健康
ツールとして普及し、健康寿命の延伸と医療費の削減に大きく貢献するでしょう。多項
目同時測定機能は、ウェアラブルバイオセンサーの新たな標準となる可能性がありま
す。

元記事: https://today.ucsd.edu/story/new-wearable-ring-tracks-glucose-ketone-and-other-biomarkers-

in-sweat-simultaneously

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://today.ucsd.edu/story/new-wearable-ring-tracks-glucose-ketone-and-other-biomarkers-in-sweat-simultaneously
https://today.ucsd.edu/story/new-wearable-ring-tracks-glucose-ketone-and-other-biomarkers-in-sweat-simultaneously


#41 レタス汚染アウトブレイク受け、レストラン業界でワ
イヤレスセンサー『BOHA! Sense』など食品安全技術の導
入加速、サプライチェーン管理と顧客信頼保護へ

概要

最近発生したレタスに関連するサイクロスポラのアウトブレイクは、レストラン業界

において食品安全技術がブランド保護、サプライチェーン管理、および収益維持に不
可欠であることを強く浮き彫りにしました。2026年のNational Restaurant Association

Showでは、冷蔵庫や冷凍庫の継続的なモニタリングを可能にするワイヤレスセンサー

「BOHA! Sense」などの革新的な技術が展示され、食品トレーサビリティやHACCP

（危害分析重要管理点）管理の自動化の重要性が強調されました。これらのソリュー
ションは、食品汚染に対する迅速な対応とリスク軽減を可能にし、消費者の信頼を保

護する上で極めて重要です。

公開日 2026年07月21日  Restaurant Technology News  アメリカ



詳細

主要成果

最近のレタスに関連するサイクロスポラのアウトブレイクは、レストラン業界全体に対
して、先進的な食品安全技術の導入がブランド保護、サプライチェーン管理、および事
業収益の維持にいかに不可欠であるかを改めて浮き彫りにしました。2026年のNational

Restaurant Association Showでは、この課題に対応するための複数の革新的ソリューシ
ョンが紹介され、中でもワイヤレスセンサー「BOHA! Sense」による冷蔵庫や冷凍庫の
継続的な温度モニタリングが注目を集めました。これらの技術は、食品トレーサビリテ
ィの向上とHACCP（危害分析重要管理点）管理プロセスの自動化を可能にし、食中毒リ
スクを大幅に軽減し、消費者の信頼を確固たるものにすることを目指しています。

技術・臨床詳細

サイクロスポラのアウトブレイクの教訓: サイクロスポラは、汚染された生鮮食品を
通じて感染する寄生虫であり、食中毒を引き起こします。この最近のアウトブレイク
は、サプライチェーンのあらゆる段階での厳格な衛生管理と、迅速な汚染検出・追跡
能力の欠如が、広範な公衆衛生危機と経済的損失につながることを示しました。

「BOHA! Sense」ワイヤレスセンサー: BOHA! Senseは、冷蔵・冷凍庫内の温度、湿
度、ドアの開閉状況などをリアルタイムで継続的にモニタリングするIoTベースのワ
イヤレスセンサーシステムです。異常が検知された場合、自動でアラートを発するこ
とで、食品の品質劣化や汚染リスクを未然に防ぎます。これにより、手動によるチェ
ックの必要性が減り、人為的ミスを排除し、24時間365日の監視体制を確立できま
す。

食品トレーサビリティの強化: ブロックチェーン技術やRFIDタグと組み合わせた食品
安全プラットフォームは、食品が農場から食卓に届くまでの全過程を追跡可能にしま
す。これにより、汚染源の特定が迅速化され、リコール範囲を限定し、消費者への正
確な情報提供が可能となります。

HACCP管理の自動化: HACCPは食品安全管理のための国際的な枠組みですが、その手
動運用は時間がかかり、エラーが発生しやすい傾向があります。デジタル化された食
品安全ソリューションは、HACCPプロトコルを自動化し、記録管理を簡素化するこ
とで、コンプライアンスを強化し、運用効率を向上させます。



背景・業界文脈

レストラン業界は、食品の安全性に対する消費者の期待が高まる一方で、厳しい規制要
件と競争の激化という圧力に直面しています。一つの食品安全事故が、企業のブランド
価値を毀損し、収益に壊滅的な影響を与える可能性があります。このため、食品安全技
術への投資は、単なるコストではなく、ビジネスの持続可能性を確保するための戦略的
投資と見なされるようになっています。デジタル技術の進展は、これまで手作業で行わ
れていた多くのプロセスを自動化・効率化し、より堅牢な食品安全管理システムを構築
する機会を提供しています。

今後の展望

レタスのアウトブレイクは、レストラン業界における食品安全技術の採用を加速させる
重要な触媒となるでしょう。今後、BOHA! Senseのようなワイヤレスセンサーや、トレ
ーサビリティ、自動HACCP管理システムは、業界の標準装備となることが予想されま
す。将来的には、AIと機械学習がこれらのシステムに統合され、予測分析を通じて潜在
的な食品安全リスクを事前に特定し、 proactive な予防策を講じることが可能になるで
しょう。これにより、レストランは顧客の信頼をより強固なものとし、持続可能な成長
を実現できるようになると期待されます。食品安全技術は、もはやバックオフィス業務
ではなく、競争優位性を生み出すフロントエンドの戦略的要素へと変貌を遂げていま
す。

元記事: https://restauranttechnologynews.com/2026/07/why-the-lettuce-outbreak-shows-food-safety-

technology-is-essential-to-protecting-restaurant-revenue-and-trust/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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